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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ＵＴＲＡＮ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅ
ｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏ
ｒｋ）のＲ７セル間、またはＲ７セルとＲ６セル間のハ
ンドオーバ中のデータ損失を最小限に抑える方法を提供
する。
【解決手段】ＷＴＲＵ（無線送信／受信ユニット）また
はＵＴＲＡＮにおけるＲＬＣ（無線リンク制御）ユニッ
トが、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵ（プロトコルデー
タユニット）をサポートすることから、固定サイズのＲ
ＬＣ　ＰＤＵをサポートすることに再構成されるべきこ
とを示すＲＲＣ（無線リソース制御）再構成メッセージ
が生成される。「片側ＲＬＣ再確立」というＩＥ（情報
要素）が、ＲＲＣ再構成メッセージの中に存在する場合
、ＲＬＣユニットにおける受信側サブアセンブリだけが
再確立される。存在しない場合、ＲＬＣユニットにおけ
る受信側サブアセンブリと送信側サブアセンブリの両方
が再確立される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＷＴＲＵ（無線送信／受信ユニット）においてＲＬＣ（無線リンク制御）ユニットの再
構成を実行する方法であって、
　送信側サブアセンブリと、受信側サブアセンブリとを含む前記ＲＬＣユニットが、固定
サイズのＲＬＣ　ＰＤＵ（プロトコルデータユニット）を受信することから、柔軟なサイ
ズのＲＬＣ　ＰＤＵを受信することに再構成されるべきことを示す、「ＤＬ　ＲＬＣ　Ｐ
ＤＵサイズ」というＩＥ（情報要素）を含むＲＲＣ（無線リソース制御）再構成メッセー
ジを受信すること、
　「片側ＲＬＣ再確立」というＩＥが前記ＲＲＣ再構成メッセージの中に存在するかどう
かを判定すること、
　前記判定が肯定的であった場合、前記受信側サブアセンブリだけを再確立すること、お
よび
　前記判定が否定的であった場合、前記受信側サブアセンブリと前記送信側サブアセンブ
リの両方を再確立することを含むことを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、無線通信に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＨＳＰＡ（高速パケットアクセス）の発展の主要な目標のいくつかには、より高いデー
タ転送速度、より大きいシステム容量およびカバレッジ、パケットサービスのサポート向
上、待ち時間短縮、運用者コスト削減、および後方互換性が含まれる。これらの目標を満
たすことは、無線インターフェースプロトコルおよびネットワークアーキテクチャの進化
を必要とする。より具体的には、これらの目標を満たすことは、Ｌ２（層２）（すなわち
、ＲＬＣ（無線リンク制御）およびＭＡＣ（媒体アクセス制御））機能の強化およびアー
キテクチャ変更のセットを必要としていた。
【０００３】
　Ｌ２強化のいくつかには、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵ（プロトコルデータユニット
）（すなわち、柔軟なサイズを有するＲＬＣ　ＰＤＵ）、ＭＡＣ－ｈｓ（高速ＭＡＣ）セ
グメント化／連結および多重化が含まれる。ＵＴＲＡ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅ
ｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ）Ｒ６（Ｒｅｌｅａｓｅ　６）において、ＡＭ
（確認モード）ＲＬＣエンティティは、固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵ（すなわち、固定サ
イズを有するＲＬＣ　ＰＤＵ）だけしか使用することができない。さらに、ノードＢにお
けるＭＡＣ－ｈｓ副層は、ＭＡＣ－ｄ（専用ＭＡＣ）ＰＤＵの連結だけしかサポートする
ことができない。ＵＴＲＡ　Ｒ７（Ｒｅｌｅａｓｅ　７）のＬ２拡張は、Ｒ６フィーチャ
の相当なＲＬＣ／ＭＡＣ変更をもたらす。
【０００４】
　現行では、ＲＢ（無線ベアラ）が、ＲＲＣ（無線リソース制御）シグナリングを介して
セットアップされる際、または再構成される際、「ＲＢマッピング情報」というＩＥ（情
報要素）が存在する。「ＲＢマッピング情報」は、ＲＢに対応するＲＬＣインスタンスお
よびトランスポートチャネルについての情報を含む。
【０００５】
　ＭＡＣ－ｈｓ構成は、ＨＳ－ＤＳＣＨ（高速ダウンリンク共有チャネル）にマップされ
るすべてのＲＢにわたって同一でなければならず、そうでない場合には、無効な構成がも
たらされる。
【０００６】
　ＨＳＰＡにおいて、高速共有チャネルは、単一のセル（すなわち、サービングＨＳ－Ｄ
ＳＣＨセル）内のＷＴＲＵ（無線送信／受信ユニット）によって監視される。移動性のた
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め、ＷＴＲＵが一方のセルから他方のセルに移動する際、ＷＴＲＵは、新たなサービング
ＨＳ－ＤＳＣＨセルに切り換え、古いサービングＨＳ－ＤＳＣＨセルとの通信を終了させ
ることによって、サービングセル変更を実行する必要がある。ノードＢ移転手続きにおい
て、古いノードＢ（すなわち、ソースノードＢ）から新たなノードＢ（すなわち、ターゲ
ットノードＢ）へのノードＢ間ハンドオーバが行われる。
【０００７】
　サービングノードＢ変更の時点で、ターゲットノードＢは、新たな構成を介してデータ
の伝送を開始する必要がある。ハンドオーバは、Ｌ２強化をサポートする進化したＨＳＰ
ＡノードＢの間で、あるいはＬ２強化を有する、またはＬ２強化を有さないセルへ／セル
から行われることが可能である。どちらの場合にも、ＷＴＲＵは、ハンドオーバを実行し
、新たな構成に合わせて調整を行い、さらにデータ損失を最小限に抑えることができなけ
ればならない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　新たなＬ２強化の導入とともに、Ｒ７セルの間、またはＲ７セルとＲ６セルの間のハン
ドオーバを最適化し、そのようなハンドオーバ中のデータ損失を最小限に抑えるために、
新たな手続きが定義される必要がある。具体的には、ＭＡＣ－ｈｓエンティティの再設定
を扱う手続きが、新たなＬ２強化を考慮に入れるために変更される必要がある。
【０００９】
　さらに、Ｒ６ノードＢのすべてが同時に、Ｒ７ノードＢにアップグレードされるものと
想定することはできない。したがって、Ｒ６セルとＲ７セルの間のハンドオーバは、頻繁
に行われる可能性がある。ＲＬＣとＭＡＣの機能変更のため、品質およびデータの最小限
の損失でこれらのセル間でハンドオーバを実行する方法が定義されなければならない。具
体的には、ＷＴＲＵ側で、ＭＡＣ－ｈｓおよびＲＬＣがハンドオーバ中に機能変更を実行
しなければならない。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　ＲＬＣパラメータの再構成をサポートするための様々な無線通信方法および無線通信装
置が開示される。ＷＴＲＵまたはＵＴＲＡＮ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉ
ａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）におけるＲＬＣユニットが、柔軟な
サイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポートすることから固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポート
することへ、または固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポートすることから柔軟なサイズの
ＲＬＣ　ＰＤＵをサポートすることへ再構成されなければならないことを示すＲＲＣ再構
成メッセージが生成される。ＲＲＣ再構成メッセージの中にＩＥ（片側ＲＬＣ再確立）が
存在する場合、ＲＬＣユニットの中の受信側サブアセンブリまたは送信側サブアセンブリ
だけが再確立される。存在しない場合、ＲＬＣユニットの中の受信側サブアセンブリと送
信側サブアセンブリの両方が再確立される。柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵを破棄するこ
とが可能であり、破棄された柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵを示すメッセージを送信する
ことが可能である。柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵは、それらのＰＤＵが事前定義された
サイズのセットに対応するように変更することが可能である。
【００１１】
　本発明のより詳細な理解は、添付の図面に関連して、以下の説明から得ることができる
。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】Ｒ６セルとＲ７セルの間で移動し、サービングセル変更手続き中にハンドオーバ
メッセージが受信されると、新たなＲＬＣ副層およびＭＡＣ－ｈｓ副層を使用して動作す
るように構成されたＷＴＲＵを示す例示的なブロック図である。
【図２】図１のＷＴＲＵにＲＲＣ再構成メッセージを送信するＵＴＲＡＮを示す例示的な
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ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下で言及されるとき、「ＷＴＲＵ（無線送信／受信ユニット）」という用語には、Ｕ
Ｅ（ユーザ機器）、移動局、固定加入者ユニットもしくは移動加入者ユニット、ポケット
ベル、セルラー電話機、ＰＤＡ（パーソナルデジタルアシスタント）、コンピュータ、ま
たは無線環境において動作することが可能な他の任意のタイプのユーザデバイスが含まれ
るが、それだけには限定されない。以下で言及されるとき、「基地局」という用語には、
ノードＢ、サイトコントローラ、ＡＰ（アクセスポイント）、または無線環境において動
作することが可能な他の任意のタイプのインターフェースデバイスが含まれるが、それだ
けには限定されない。
【００１４】
　ＲＬＣエンティティに関するハンドオーバシナリオ、再設定手続き、再構成手続きを最
適化する様々な無線通信方法が本明細書で開示される。さらに、セルの一方、または両方
がＬ２強化をサポートするセル間におけるハンドオーバのための様々な無線通信方法が開
示される。ＵＬ（アップリンク）とＤＬ（ダウンリンク）がともに、これらの無線通信方
法に適用可能である。
【００１５】
　以下の用語が、以下の説明全体にわたって使用され、簡単に定義される。ＭＡＣ－ｅｈ
ｓ（強化されたＭＡＣ－ｈｓ）ペイロードユニットは、ＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵの中に含
まれるＭＡＣ－ｅｈｓ　ＳＤＵ（サービスデータユニット）、またはＭＡＣ－ｅｈｓ　Ｓ
ＤＵのセグメントである。ＭＡＣ－ｅｈｓ並べ替えＰＤＵは、同一の優先順位キューに属
するＭＡＣ－ｅｈｓ　ＰＤＵの中のＭＡＣ－ｅｈｓペイロードユニットのセットである。
強化されたセルは、Ｌ２強化、すなわち、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポートする
セルである。強化されていないセルは、Ｌ２強化、すなわち、固定サイズＲＬＣ　ＰＤＵ
をサポートしないセルである。
【００１６】
　以下で言及されるとき、Ｒ６には、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポートしない（
すなわち、固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵがサポートされる）セル、ノードＢ、またはＲＮ
Ｃ（無線ネットワークコントローラ）が含まれるが、それだけには限定されない。以下で
言及されるとき、Ｒ７には、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポートするセル、ノード
Ｂ、またはＲＮＣが含まれるが、それだけには限定されない。
【００１７】
　以下で言及されるとき、ＵＴＲＡＮには、セル、ノードＢ、ＲＮＣ、またはネットワー
クノードが含まれるが、それだけには限定されない。
【００１８】
　図１は、強化されていないセルと強化されたセルの間で移動し、サービングセル変更手
続き中にハンドオーバメッセージが受信されると、新たなＲＬＣ副層およびＭＡＣ－ｅｈ
ｓ副層を使用して動作するように構成されたＷＴＲＵ１００の例示的なブロック図である
。図１に示されるとおり、ＷＴＲＵ１００は、ＲＲＣユニット１０５と、ＲＬＣユニット
１１０と、ＭＡＣユニット１１５と、ＰＨＹ（物理）Ｌ１（層１）ユニット１２０とを含
む。サービングセル変更の開始は、ＲＢ　ＲＲＣ再構成メッセージ、トランスポートチャ
ネルＲＲＣ再構成メッセージ、または物理チャネルＲＲＣ再構成メッセージなどの、ＲＲ
Ｃ再構成メッセージ１２５の受信に応答して行われることが可能である。ＲＬＣユニット
１１０は、送信側サブアセンブリ１３０と、受信側サブアセンブリ１３５とを含む。送信
側サブアセンブリ１３０は、送信バッファ１４０を含む。
【００１９】
　ＲＲＣ再構成メッセージ１２５は、ＵＴＲＡＮによって生成することが可能である。図
２は、ＵＴＲＡＮ２００におけるプロトコルスタックの構成の例を示すブロック図である
。ＵＴＲＡＮ２００は、ＲＲＣユニット２０５と、ＲＬＣユニット２１０と、ＭＡＣユニ
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ット１１５と、ＰＨＹ　Ｌ１ユニット２２０とを含むことが可能である。ＲＬＣユニット
２１０は、送信側サブアセンブリ２３０と、受信側サブアセンブリ２３５とを含む。送信
側サブアセンブリ２３０は、送信バッファ２４０を含む。ＲＲＣユニット２０５は、サー
ビングセル変更を開始するＲＲＣ再構成メッセージ１２５を生成する。
【００２０】
　また、ＵＴＲＡＮ２００は、ターゲットノードＢと、ソースノードＢと、ＣＲＮＣ（制
御ＲＮＣ）と、ＳＲＮＣ（サービングＲＮＣ）（図示せず）とを含むことも可能である。
ＲＮＣは、ＲＬＣユニットと、ＲＲＣユニット（図示せず）とを含むことが可能である。
代替として、ＲＮＣ機能は、ノードＢの中に含められ、このため、制御ＲＮＣも、サービ
ングＲＮＣも、存在しない。
【００２１】
　ＲＬＣインスタンスは、ＨＳ－ＤＳＣＨにマップされたすべてのＲＢに関して同一のＲ
ＬＣ構成を有することは要求されない。例えば、強化されたセルに接続されたＷＴＲＵは
、固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵ、および／または柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵを有する
ように構成された１つまたは複数のＲＬＣインスタンスを同時にサポートすることができ
る。強化されたＭＡＣ－ｅｈｓは、固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵと柔軟なサイズのＲＬＣ
　ＰＤＵの両方の受信をサポートすることができる。
【００２２】
　しかし、強化されていないセル内で動作しているＷＴＲＵは、柔軟なサイズのＲＬＣ　
ＰＤＵを有するＲＬＣインスタンスをサポートすることができない。通常のＨＳ－ＤＳＣ
Ｈ（すなわち、ＭＡＣ－ｈｓ）にマップされたすべてのＲＬＣエンティティは、固定サイ
ズのＲＬＣ　ＰＤＵ動作を有するように構成されなければならない。このことは、通常の
ＭＡＣ－ｈｓ構成が、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵの受信およびシグナリングをサポー
トしないという事実による。したがって、固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポートするＲ
ＬＣは、ＡＭ　ＲＬＣインスタンスまたはＵＭ（未確認モード）ＲＬＣインスタンスを参
照することが可能である。
【００２３】
　再確立を避けるのに、ＲＬＣインスタンスに対応する論理チャネルは、強化されていな
いセルから強化されたセルに移動する際、それらのチャネルの構成を変更しなくてもよい
。例えば、ＷＴＲＵが、通常のＭＡＣ－ｈｓ構成を有するセルから強化されたＭＡＣ－ｅ
ｈｓ構成を有するセルに移動した際、固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポートするために
構成されたＲＬＣインスタンスは、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポートするように
再構成しなくてもよい。
【００２４】
　強化されたセル内で固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポートするＲＢは、固定サイズの
ＲＬＣ　ＰＤＵ構成を維持することが可能であり、あるいはハンドオーバの時点で、また
は後の時点で柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポートするように再構成されることが可
能であり、再構成される場合、ＲＢ再構成手続きがトリガされ、ＲＲＣは要求されるステ
ップを実行する。このことは、シグナリングＲＢが既存のＲＬＣ構成を維持し、ＲＬＣエ
ンティティの再確立を回避することを可能にする。強化されていないセルと強化されたセ
ルの間のハンドオーバがネットワーク内でしばしば行われる場合、この方法は、強化され
ていないセルと強化されたセルの間でＷＴＲＵが頻繁に移動する場合に、強化されていな
いＲＬＣ　ＡＭインスタンスの再確立を回避する。また、この方法は、ＵＭ　ＲＬＣイン
スタンスに関する最適化も可能にする。ＵＭ　ＲＬＣインスタンスがＲ７において柔軟な
サイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポートするように拡張されない場合、ＵＭ　ＲＬＣインスタ
ンスは、強化されていないセルから強化されたセルに移動する際、または強化されたセル
から強化されていないセルに移動する際、再確立または再構成しなくてもよい。柔軟なサ
イズのＰＤＵがＵＭ　ＲＬＣインスタンスに関して導入される場合、ＡＭ　ＲＬＣに関し
て説明されるのと同一の方法が適用される。
【００２５】
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　強化されたセルと強化されていないセルの間で移動する際の、ＲＢごとのＲＬＣ挙動再
確立
【００２６】
　ＷＴＲＵが異なるリリース（すなわち、Ｒ６およびＲ７）をサポートするハンドオーバ
中にサービングセルを変更する場合、ＷＴＲＵは、既存のＲＬＣインスタンスを、そのイ
ンスタンスの構成を変更することなしに維持する（すなわち、強化されたＭＡＣ構成上で
固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポートする）というオプションを有し、あるいは既存の
ＲＬＣインスタンスを再構成することが可能である。しかし、強化されたＬ２セル内で固
定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポートするＲＬＣインスタンスは、強化されていないＬ２
セルに移動する際、通常のＭＡＣ－ｈｓは、固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵの受信をサポー
トすることができないため、そのインスタンスの構成を維持することができない。したが
って、データ損失を最小限に抑えるのに、ＲＬＣ再確立が要求され、あるいはＲＬＣ構成
の変更を扱う新たな手続きが必要である。また、ＲＬＣユニットの再構成の変更は、ＳＲ
ＮＳ移転のために行われることも可能であり、ＳＲＮＳ移転は、柔軟なサイズのＲＬＣ　
ＰＤＵをサポートするＳＲＮＣから、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポートしないＳ
ＲＮＣに移動することを含む。
【００２７】
　ＲＬＣ再確立を実行し、ＲＬＣ再確立の必要性を評価する方法が、ＲＢごとに要求され
る。ＷＴＲＵが強化されたＬ２セルと強化されていないＬ２セルの間で移動する場合、ま
たはＲＬＣが構成を変更する場合、ＲＬＣ再構成はまったく行われず、このため、ＲＬＣ
再確立はまったく実行されず、さらに／または固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵから柔軟なサ
イズのＲＬＣ　ＰＤＵへのＲＬＣ構成の変更が行われる。この場合、ＲＬＣ再構成手続き
がトリガされることが可能である。この場合、ＲＬＣエンティティの再確立は、必ずしも
要求されないが、オプションとして、実行されることが可能である。
【００２８】
　再構成手続きは、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポートすることを開始するように
だけＲＬＣエンティティを構成する。データの損失はまったく生じない。というのは、固
定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵは、伝送されることが可能であり、ＷＴＲＵおよびＭＡＣ－ｅ
ｈｓにトランスペアレントであることが可能だからである。再構成手続きは、柔軟なサイ
ズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポートすることを開始するようにだけＲＬＣエンティティを構成
する。固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵは、ＷＴＲＵおよびＭＡＣ－ｅｈｓに伝送されること
が可能であるので、データの損失はまったく生じない。柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵか
ら固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵへのＲＬＣ構成の変更が行われると、ＲＬＣ再確立が要求
され、あるいはオプションとして、その変更に対処し、データ損失を最小限に抑えようと
試みる新たな手続きを実行することが可能である。ＷＴＲＵは、Ｒ７　ＲＬＣに常に留ま
り、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポートするように構成される。ＵＴＲＡＮは、Ｒ
６からＲ７への変更、またはＲ７からＲ６への変更が行われたことをＷＴＲＵに明示する
ことなしに、ＲＬＣ構成を変更することが可能である。
【００２９】
　ＲＬＣ再構成またはＲＬＣ再確立を実行することに関する評価基準
【００３０】
　ＲＬＣが、ＲＬＣの構成を変更すると、ＲＢ再構成手続きがトリガされる。ＲＲＣ　Ｒ
Ｂ再構成手続きおよびＲＲＣ　ＲＢ情報要素を使用して、ＲＬＣ再確立の必要性が評価さ
れ、示される。
【００３１】
　シグナリングされたＲＢに関するＲＬＣ再確立の必要性は、既存のＲＢの中に、または
ＲＬＣ再確立を示すＳＲＢ（シグナリングＲＢ）ＩＥ（情報要素）の中に新たなフィール
ドを追加するＲＲＣ明示的シグナリングによって決定することが可能である。ＲＲＣ明示
的シグナリングは、片側再確立または完全再確立を示すことが可能である。ＲＢ再構成手
続きに対応するＲＲＣ手続きは、供給される新たな構成パラメータ（すなわち、ＲＬＣ　
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ＰＤＵの、柔軟な、または固定のサイズ）、および再構成されたＲＬＣエンティティの古
い構成パラメータ（すなわち、ＲＬＣ　ＰＤＵの、柔軟な、または固定のサイズ）に対し
て条件検査を実行し、ＲＬＣ再確立の必要性を評価するように変更することが可能である
。
【００３２】
　再確立基準の評価は、ＲＢマッピング情報ＩＥが受信された際の一般的なアクションの
記述の中で、「ＲＬＣ情報」ＩＥが受信された際の一般的なアクションの記述の中で、さ
らに／またはＤＬ（ダウンリンク）ＲＬＣ構成ＩＥまたはＵＬ（アップリンク）ＲＬＣ構
成ＩＥが受信された際の一般的なアクションを記述する新たなセクションを追加すること
によって実行することが可能である。
【００３３】
　以下のセクションは、ＲＬＣ再確立基準を評価すること、および実行することの様々な
可能性を説明し、ＲＬＣ　ＤＬエンティティ、ＲＬＣ　ＵＬエンティティの両方、および
オプションとして、ＵＭエンティティに適用可能である。
【００３４】
　オプション１
　このオプションに関して、ＲＬＣ再確立評価は、「ＲＢマッピング情報」ＩＥのアクシ
ョン内で、または「ＲＬＣ構成」ＩＥが受信された際のアクションを扱う新たなセクショ
ンの中で実行される。ＲＬＣ構成（すなわち、ＲＬＣ選択が固定であるか、または柔軟で
あるか）は、このオプションに関して「ＲＢマッピング情報」ＩＥの中で与えられること
に留意されたい。しかし、「ＲＬＣ構成」ＩＥは、他の情報要素の中で与えられることも
可能である。「ＲＬＣ構成」ＩＥは、ＲＬＣインスタンスが固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵ
をサポートするように構成されるか、または柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポートす
るように構成されるかに関する情報をＷＴＲＵに供給することが可能である。
【００３５】
　「ＲＬＣ構成」ＩＥが「強化された」という値に設定され、さらに前に格納されていた
値が「通常」に設定されていた場合（またはその値が現在設定されている値と異なる場合
）、ＲＬＣエンティティ（または層）がＤＬ　ＲＬＣ構成ＩＥに従って再構成される。オ
プションとして、再確立が要求される場合、ＲＬＣエンティティが再確立される。そうで
はなく、「ＲＬＣ構成」ＩＥが「通常」という値に設定され、さらに前に格納されていた
値が「強化された」に設定されていた場合（またはその値が現在設定されている値と異な
る場合）。ＲＬＣエンティティは、片側再確立または完全再確立を実行することによって
再確立される。
【００３６】
　ＲＢの再構成をもたらすＲＲＣメッセージが受信されると、ＷＴＲＵは、ＲＢマッピン
グと関係するアクションのセットを実行する。ＵＬ　ＲＬＣオペレーションに関して、再
確立の条件が、この場合オプションとして実行されることが可能である。より具体的には
、そのＲＢがＡＭを使用しており、さらにＵＬ論理チャネルに適用可能なＲＬＣ　ＰＤＵ
構成（すなわち、ＲＬＣ　ＰＤＵサイズの選択）が、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサ
ポートする構成から固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵに変更された場合、および「片側ＲＬＣ
再確立」というＩＥが、そのＲＲＣメッセージの中に含められ、このＩＥがＴＲＵＥに設
定される場合、ＷＴＲＵは対応するＲＬＣエンティティの送信側を再確立する。それ以外
の場合、ＷＴＲＵは対応するＲＬＣエンティティを再確立する。
【００３７】
　固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポートする構成が、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵを
サポートする構成に変更された場合、ＲＬＣ再構成は、オプションであり、ＲＬＣ　ＰＤ
Ｕの長さ標識フィールドの中で示される長さ標識が７ビットから１５ビットまでの間で変
化すると、実行されることが可能である。前述したとおり、送信側サブアセンブリ１３０
および２３０だけ（「片側ＲＬＣ再確立」というＩＥが含められる場合）、またはＲＬＣ
ユニット１１０および２１０全体（すなわち、送信側サブアセンブリ１３０および２３０
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と、受信側サブアセンブリ１３５および２３５の両方）が再確立されることが可能である
。
【００３８】
　オプション２
　ＲＬＣ再確立基準は、「ＲＬＣ情報」ＩＥが受信された際のアクションの中で評価され
る。「ＲＬＣ情報」ＩＥに対応するアクションが実行される際、手続きは、ＲＬＣエンテ
ィティの構成（すなわち、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵ、または固定サイズのＲＬＣ　
ＰＤＵ）を認識している必要がある。このことは、ＲＬＣ構成を示す「ＲＬＣ情報」ＩＥ
の中に新たなＩＥを追加することによって実行されることが可能である。新たなＩＥは、
柔軟なＲＬＣ　ＰＤＵサイズが使用できるか、または固定ＲＬＣ　ＰＤＵサイズが使用で
きるかを示す。また、新たなＩＥは、強化されたＲＬＣが使用されるか、または通常のＲ
ＬＣが使用されるかも示す。
【００３９】
　ＤＬ　ＲＬＣ　ＰＤＵサイズＩＥ値セットは、ＲＬＣが柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵ
をサポートすることを暗黙に示す予約された値を含むように拡張されることが可能である
。例えば、０または８という値を使用することが可能であり、あるいはバイナリにおける
「すべて１」などを使用することが可能である。「ＲＢマッピング情報」ＩＥ、および使
用されるＲＬＣ構成のバージョンを指定する「ＤＬ　ＲＬＣ構成」ＩＥが調べられる。Ｒ
ＬＣ構成の情報は、この情報を含む他の任意のＩＥから獲得される。この新たなＩＥが「
ＲＬＣ情報」ＩＥの中に含められない場合、再確立手続きは、他の要素からの情報に基づ
き、あるいは再確立手続きは、ＲＢマッピング情報ＩＥの中で行われる。
【００４０】
　新たなＲＢが、固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポートし（すなわち、固定サイズのＲ
ＬＣ　ＰＤＵを使用して動作することを開始するように構成され）、古いＲＢが、サポー
トする（すなわち、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵを使用して動作するように構成されて
いた）場合、ＲＬＣエンティティは再確立される。再確立は片側再確立とすることが可能
である。例えば、ＤＬ　ＲＬＣに関して、受信側だけが再確立されることが可能であり、
ＵＬ　ＲＬＣに関して、送信側だけが再確立されることが可能である。片側再確立を実行
するのに、「ＲＬＣ情報」ＩＥの中の「片側再確立」という既存のＩＥを使用することが
可能である。オプションとして、ＲＲＣ手続きは、「片側再確立」というＩＥを使用する
ことなしに、受信するエンティティ、または送信するエンティティを再確立することを具
体的に示す。
【００４１】
　新たなＲＢが柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポートし、古いＲＢが固定サイズのＲ
ＬＣ　ＰＤＵをサポートし、さらにＲＬＣユニット１１０および２１０が再構成される場
合、再確立はオプションとすることが可能である。
【００４２】
　ＲＲＣ手続きの説明を以下に述べる。ＲＲＣ手続きは、「ＲＬＣ情報」ＩＥに対応して
変更されている。この説明のため、「ＤＬＲＬＣサイズ標識」という新たな情報要素が、
「ＲＬＣ情報」ＩＥ、あるいは固定のＲＬＣまたは通常のＲＬＣの値を有するＵＬ、「Ｕ
Ｌ　ＲＬＣサイズ標識」に追加される。新たなＩＥの例が、表１に示されている。
【００４３】
　「ＲＬＣ情報」ＩＥが存在する場合に実行されるアクションに対応するＲＲＣ手続きは
、ＲＬＣインスタンス構成における変更を考慮に入れるように変更される。「ＲＬＣサイ
ズ標識」ＩＥが、以下に説明される手続きにおける例として使用される。しかし、一般に
、「ＲＬＣサイズ標識」ＩＥは、ＲＬＣ構成の指示を表し、異なる呼び方がされることが
可能であり、強化された／通常、または値などの異なる列挙を有することが可能である。
【００４４】
　変更されたＲＲＣ手続きは、以下のとおり実行されることが可能である。すなわち、
　「ＲＬＣ情報」というＩＥが受信されると、ＷＴＲＵは、
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　１＞「ダウンリンク　ＲＬＣモード」というＩＥが存在し、「ＡＭ　ＲＬＣ」に設定さ
れている場合：
　　２＞「ＤＬ　ＲＬＣサイズ標識」というＩＥが存在し、「固定」という値に設定され
ている場合；
　　　３＞値が、ＲＬＣエンティティの中で現在設定されている値と異なる場合：
　　　　４＞「片側ＲＬＣ再確立」というＩＥが、ＴＲＵＥに設定されている場合：
　　　　　５＞対応するＲＬＣエンティティの受信側を再確立する。
　　　　４＞ｅｌｓｅ：
　　　　　５＞対応するＲＬＣエンティティを再確立する。
　　　３＞新たなＲＬＣ　ＰＤＵサイズ標識に従って対応するＲＬＣエンティティを構成
する；
　　２＞ｅｌｓｅ、「ＤＬ　ＲＬＣサイズ標識」が存在し、「柔軟」に設定されている場
合；
　　　３＞値が、ＲＬＣの中で現在、設定されている値とは異なる場合；
　　　　４＞ＲＬＣエンティティを再構成する（オプションとして、強化されていないセ
ルから強化されたセルに移動する際に、ＲＲＣが、再確立するように構成されている場合
、ＲＬＣを再確立する）。
　２＞ｅｌｓｅ；（ｅｌｓｅステートメントの後に続くのは、固定ＲＬＣ　ＰＤＵサイズ
インスタンスを扱う、またはＤＬ　ＲＬＣサイズ標識が存在しない事例を扱う手続きであ
る。このｅｌｓｅステートメントの後に続くステップは、Ｒ６におけるステップに対応す
る）；
　　３＞「ＤＬ　ＲＬＣ　ＰＤＵサイズ」というＩＥが存在しない場合；
　　　４＞ダウンリンクＲＬＣ　ＰＤＵサイズを決定することは、ＲＲＣからの構成なし
に、ＲＬＣレベルで扱われる。
　注：必須のＩＥが存在しない事例は、仕様のより早期のリリースを使用してネットワー
クとの対話を扱うように意図されている。
　３＞ｅｌｓｅ、「ＤＬ　ＲＬＣ　ＰＤＵ」サイズというＩＥが存在し、ダウンリンクＲ
ＬＣ　ＰＤＵサイズが、ＲＬＣエンティティの中で現在設定されていない場合：
　　４＞対応するＲＬＣエンティティを、そのダウンリンクＲＬＣ　ＰＤＵサイズを有す
るように構成する。
　３＞ｅｌｓｅ、「ＤＬ　ＲＬＣ　ＰＤＵサイズ」というＩＥが存在し、このＩＥの値が
、ＲＬＣエンティティの中で現在設定されている値と異なる場合：
　注：ＲＬＣエンティティの中で設定されているダウンリンクＲＬＣ　ＰＤＵサイズは、
明示的に構成されることが可能であり、あるいは、明示的な構成が与えられない場合、最
初に受信されたＲＬＣ　ＰＤＵによって導き出されることが可能である。
　　４＞「片側ＲＬＣ再確立」ＩＥが、ＴＲＵＥに設定されている場合：
　　　５＞対応するＲＬＣエンティティの受信側を再確立する。
　　４＞ｅｌｓｅ：
　　　５＞対応するＲＬＣエンティティを再確立する。
　　４＞対応するＲＬＣエンティティを、新たなダウンリンクＲＬＣ　ＰＤＵサイズを有
するように構成する。
【００４５】
　ＲＬＣ再確立に関する条件検査は、前述の２つのオプションにおいて指定される順序に
限定されず、このため、任意の順序で実行されることが可能である。さらに、ＤＬ　ＲＬ
Ｃ構成ＩＥやＤＬ　ＲＬＣサイズ標識ＩＥなどの新たなＩＥの名前は、変更されることが
ある。このＩＥに対応する手続きは、ＩＥ名にかかわらず同一のままである。
【００４６】
　オプション２に関して、「ＲＬＣ情報」ＩＥ機能定義の例が、以下の表１において提供
される。
【００４７】
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【００４８】



(11) JP 2012-199954 A 2012.10.18

10

20

30

40

50

【表１－２】

【００４９】
　異なるＲＬＣ構成に関するＲＬＣ再確立が「ＲＬＣ情報」ＩＥの中で評価されない場合
、「ＲＬＣ情報」ＩＥ内のＤＬ　ＲＬＣ　ＰＤＵサイズに関する条件検査は、ＡＭ　ＲＬ
Ｃインスタンスが固定のＲＬＣ　ＰＤＵサイズをサポートする場合に限って実行されるべ
きである。そうでない場合には、条件検査が実行され、ＤＬ　ＲＬＣ　ＰＤＵサイズが柔
軟なＲＬＣ構成に関して存在する場合、不必要な再確立がもたらされる可能性がある。
【００５０】
　図１および図２を参照して、次に、ＷＴＲＵ１００およびＵＴＲＡＮ２００において新
たなＲＬＣ構成を調整するための代替の方法が開示される。この代替の方法は、受信側サ
ブアセンブリ１３５および２３５が、ＲＢ　ＲＲＣ再構成メッセージを介してＲＬＣ構成
を明示的にシグナリングし、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポートするように構成さ
れる場合に適用可能である。受信側サブアセンブリ１３５および２３５が、柔軟なサイズ
のＲＬＣ　ＰＤＵをサポートするように構成される場合、受信側サブアセンブリ１３５お
よび２３５は、送信側サブアセンブリ１３０および２３０が使用している（固定サイズの
ＲＬＣ　ＰＤＵをサポートするために構成されている場合に）ＲＬＣ　ＰＤＵサイズの指
示を、より高い層から受け取ることが可能である。また、この方法は、ＲＬＣユニット１
１０および２２０が、７から１５までの間でＲＬＣ　ＰＤＵの長さ標識フィールドのサイ
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ズを変更する事例にも適用可能である。
【００５１】
　柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポートするＲＬＣ構成から、固定サイズのＲＬＣ　
ＰＤＵをサポートするＲＬＣ構成に変更する際、送信側サブアセンブリ１３０および２３
０、ならびに受信側サブアセンブリ１３５および２３５は、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤ
Ｕを破棄しなければならない。より具体的には、所与のアクティブ化時に、送信側サブア
センブリ１３０および２３０は１回送信されており、未だに確認されていない柔軟なサイ
ズのＲＬＣ　ＰＤＵ（または固定のＡＭＤ（確認モードデータ）ＰＤＵ以外のサイズを有
するＲＬＣ　ＰＤＵ）を破棄する。例示的なアクティブ化時刻は、ノードＢが、ＤＬの場
合に通常のＭＡＣ－ｈｓを使用すること、またはＵＬの場合にＭＡＣ－ｉ／ｉｓを使用す
ることを開始する時刻であることが可能である。送信側サブアセンブリ１３０および２３
０は、以下の規則のいずれかの１つまたは組合せに従って、ＲＬＣ　ＰＤＵを破棄するこ
とができる。
　１）固定のＲＬＣ　ＰＤＵの長さとは異なるサイズを有する任意のＲＬＣ　ＰＤＵ（作
成されているが、必ずしもまだ送信されてはいない柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵに当て
はまる）、
　２）少なくとも１回、既に送信されている固定のＲＬＣ　ＰＤＵの長さとは異なるサイ
ズを有する任意のＲＬＣ　ＰＤＵ（送信されている、またはより低い層にサブミットされ
ているＲＬＣ　ＰＤＵだけに当てはまり、その結果、作成されているが、まだ送信されて
はいないＲＬＣ　ＰＤＵは、破棄されない）、
　３）柔軟なＲＬＣ　ＰＤＵサイズ（または固定のＰＤＵの長さとは異なるサイズ）を有
する最後のＲＬＣ　ＰＤＵまでを含むＳＮ（シーケンス番号）を有するすべてのＲＬＣ　
ＰＤＵ、
　４）少なくとも１回、送信されている柔軟なＲＬＣ　ＰＤＵサイズ（または固定のＰＤ
Ｕの長さとは異なるサイズ）を有する最後のＲＬＣ　ＰＤＵまでを含むＳＮを有するすべ
てのＲＬＣ　ＰＤＵ、
　５）柔軟なＰＤＵサイズ（または構成された固定のＰＤＵ長とは異なるサイズ）を有す
る最後のＲＬＣ　ＰＤＵ内に含まれる最後のＳＤＵまでのすべてのＲＬＣ　ＳＤＵ、
　６）柔軟なＰＤＵサイズ（または構成された固定のＰＤＵ長とは異なるサイズ）を有す
る最後のＲＬＣ　ＰＤＵ内に含まれる最後のＳＤＵまでのすべてのＲＬＣ　ＳＤＵ、
　７）少なくとも１回、送信されている構成された固定のＰＤＵサイズとは異なるサイズ
のＰＤＵの中に、少なくとも１つのセグメントが含まれていたすべてのＲＬＣ　ＳＤＵ、
および／または
　８）より低い層に送られており、ＳＮが割り当てられている再送バッファの中のすべて
のＲＬＣ　ＰＤＵ。
【００５２】
　破棄された最後のＲＬＣ　ＰＤＵがＲＬＣ　ＳＤＵのセグメントを含む場合、そのＲＬ
Ｃ　ＳＤＵは、オプションとして新たな構成（すなわち、新たな固定のＲＬＣ　ＰＤＵサ
イズ）を使用して再構成されることが可能である。
【００５３】
　送信側サブアセンブリ１３０および２３０は、状態パラメータおよびシーケンス番号を
再初期化しない。次に、送信側サブアセンブリ１３０および２４０は、破棄されたＲＬＣ
　ＰＤＵまたはＲＬＣ　ＳＤＵを受信側サブアセンブリ１３５および２３５に示すことに
とりかかる。
【００５４】
　ＭＲＷ（移動受信ウインドウ）制御ＳＵＦＩ（スーパーフィールド）を使用して、破棄
されたＲＬＣ　ＰＤＵ、または破棄されたＲＬＣ　ＳＤＵを示すことが可能である。「送
信ＭＲＷ」が構成されていない場合、ＭＲＷ　ＳＵＦＩは、破棄情報を使用して組み立て
られる。より具体的には、ＭＲＷ　ＳＵＦＩは、破棄されたＲＬＣ　ＰＤＵ、または破棄
されたＲＬＣ　ＳＤＵの最後のＳＮ（ＳＮ＿ＭＲＷ＝最後に破棄されたＲＬＣ　ＰＤＵ　
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ＳＮ＋１）を示さなければならない。次に、受信側サブアセンブリ１３５および２３５が
、ＳＮ＜ＳＮ＿ＭＲＷを有するすべてのＲＬＣ　ＰＤＵを破棄し、それに相応して受信ウ
インドウを移動する。
【００５５】
　「送信ＭＲＷ」が構成されていない場合、１５だけの破棄されたＳＤＵの情報を示すこ
とが可能である。このことは特に、多数のＳＤＵが破棄される場合、破棄されるべきすべ
てのＲＬＣ　ＳＤＵを示すのに十分でない可能性がある。したがって、複数のＭＲＷ　Ｓ
ＵＦＩが送信されなければならない可能性がある。
【００５６】
　Ｎ長のフィールドは、常に０に設定されることが可能であり、あるいは、オプションと
して、そのＰＤＵに関係する最後のＳＤＵの長さを示すように設定されることが可能であ
る。
【００５７】
　次に、ハンドオーバ目的に限って使用される新たなＭＲＷ　ＳＵＦＩについて概説する
。この新たなＭＲＷ　ＳＵＦＩは、破棄されるべき最後のＰＤＵまたはＳＤＵのシーケン
ス番号を示すＳＮ＿ＭＲＷフィールドを含むことが可能である。受信ウインドウは、それ
に相応して更新され、ＳＮ＿ＭＲＷフィールドまでを含むＳＮを有するすべてのＲＬＣ　
ＰＤＵが破棄される。オプションとして、すべてのＲＬＣ　ＰＤＵを破棄することに先立
って、受信側サブアセンブリ１３５および２３５は、すべてのＲＬＣ　ＰＤＵをＲＬＣ　
ＳＤＵに組み立てて、これらのＲＬＣ　ＳＤＵをより高い層に送出することができる。次
に、受信側サブアセンブリ１３５および２３５は、ＲＬＣ　ＳＤＵに再組み立てされるこ
とが可能でないＳＮ＿ＭＲＷまでを含むすべてのＲＬＣ　ＰＤＵを破棄することができる
。
【００５８】
　ＲＬＣ再確立は、サービングセルがレガシーノードＢに変更される際、またはレガシー
ノードＢがＵＬの場合に関するＥ－ＤＣＨ（強化された専用チャネル）活性セットに追加
される際、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵを有して作成されているＳＤＵを破棄するＳＤ
Ｕ破棄機能を使用することによって回避することが可能である。次に、ＲＬＣは、ＭＲＷ
　ＳＵＦＩを使用して、受信ウインドウを移動し、同一のＲＬＣ　ＰＤＵを破棄するよう
ＷＴＲＵに示す。
【００５９】
　この方法は、再構成がアクティブ化時に行われる場合、ＲＬＣ再確立と同一の量のデー
タ損失をもたらす。しかし、ハンドオーバ決定が行われた際に、または送信側サブアセン
ブリ１３０および２３０がハンドオーバを認識させられた際に、送信側サブアセンブリ１
３０および２３０が固定のＲＬＣ　ＰＤＵを生成することを開始する場合、データ損失は
最小限に抑えることが可能である。ハンドオーバが行われた時点で（すなわち、所与のア
クティブ化時に）、破棄機能が開始される。このことは、アクティブ化時が満了するまで
、柔軟なサイズを有するいくつかのＲＬＣ　ＰＤＵを消去しようとＲＬＣユニット１１０
が試みることを可能にする。データがターゲットセル無線リンクを介して伝送された（す
なわち、ハンドオーバが実行された）時点で、再送バッファ１４０および２４０の中のす
べての確認されていない柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵは、それらのＲＬＣ　ＰＤＵがタ
ーゲットノードＢによってサポートされていないので、ＳＤＵ破棄機能を使用して破棄さ
れなければならない。
【００６０】
　このことは、送信側サブアセンブリ１３０および２３０が、ＷＴＲＵからＭＲＷ＿ＡＣ
Ｋが受信されて初めて、送信パラメータおよび状態変数を更新することができ、このこと
によって、送信ウインドウが一時的にストールさせられる可能性があるため、不利となる
可能性がある。しかし、この方法の利点は、データ損失を最小限に抑え得ることである。
【００６１】
　この手続きの開始は、以下のオプションの１つ、または組合せによって示すことが可能
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である。すなわち、
　１）この手続きは、より高い層からの明示的なシグナリングを介して示すことが可能で
ある（すなわち、ハンドオーバ目的でＳＤＵ破棄を開始する）。
　２）この手続きは、柔軟なＲＬＣ　ＰＤＵサイズから固定のＲＬＣ　ＰＤＵサイズへの
変更が検出された際に（すなわち、柔軟から固定への再構成がＲＲＣメッセージの中で示
された際に）、ＲＬＣによって内部でトリガされることが可能である。
　３）同期された変更が要求される場合、ハンドオーバ目的で所与のアクティブ化時に開
始される手続き。
【００６２】
　確認モード、未確認モード、およびトランスペアレントモードに関するＳＤＵ破棄機能
【００６３】
　ＲＬＣ再構成目的の破棄
　この代替形態は、ＲＬＣ確認モードエンティティに関してだけ適用可能である。この代
替形態は、ＲＬＣ構成が柔軟なＲＬＣ　ＰＤＵサイズから固定のＲＬＣ　ＰＤＵサイズに
変更された際にトリガされる。オプションとして、この手続きは、ＲＬＣ構成が固定サイ
ズのＲＬＣ　ＰＤＵ構成から柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵ構成に変更され、さらに／ま
たは長さ標識サイズが変更された場合にトリガされることも可能である。
【００６４】
　ＲＬＣ構成が柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵ構成から固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵ構成
に変更された場合、より低い層に伝送されたＡＭＤ　ＰＤＵの中でＳＤＵの終わりを示す
セグメントまたは「長さ標識」を有するすべてのＳＤＵが破棄され（オプションとして、
最後のＡＭＤ　ＰＤＵまでを含め）、新たに構成されたＡＭＤ　ＰＤＵサイズと異なるサ
イズを有して、さらに明示的なシグナリングを利用して、受信側サブアセンブリ１３５お
よび２３５に通知される。
【００６５】
　データ損失を最小限に抑える送信機ＲＬＣの挙動
　オプションとして、送信側サブアセンブリ１３０および２３０の挙動は、柔軟なＰＤＵ
サイズから固定のＰＤＵサイズに切り換える際に、データ損失を最小限に抑えるために変
更されることが可能である。送信側サブアセンブリ１３０および２３０が固定のＰＤＵサ
イズへの切り換えを認識させられると、送信側サブアセンブリ１３０および２３０は、よ
り高い層によって指定されたアクティブ化時（すなわち、切り換えが行われる時点）に先
立って、固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵの生成を開始しなければならない。これら固定サイ
ズのＲＬＣ　ＰＤＵには、まだ送信されていない、既に作成されているすべてのＰＤＵ（
すなわち、これらのＰＤＵは、固定サイズに従って再生成されなければならない）、およ
び新たに着信した、またはバッファリングされたＳＤＵから作成されたすべての新たなＰ
ＤＵが含まれることが可能である。代替として、送信側サブアセンブリ１３０および２３
０は、柔軟なサイズを有するＲＬＣ　ＰＤＵを生成することを続けるが、ハンドオーバが
行われた際に構成される固定のＲＬＣ　ＰＤＵサイズに合うように、構成された最大ＲＬ
Ｃ　ＰＤＵサイズを変更することができる。
【００６６】
　アクティブ化時に、送信側サブアセンブリ１３０および２３０の中のすべてのＰＤＵ（
再送バッファ１４０および２４０の中のＰＤＵを含む）が、構成された固定サイズのＲＬ
Ｃ　ＰＤＵと等しいサイズである場合、送信側サブアセンブリ１３０および２３０は、Ｐ
ＤＵをまったく破棄することなしに、固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵを使用して通常の動作
を続けなければならない。等しいサイズではない場合、送信側サブアセンブリ１３０およ
び２３０は、既に送信されているＲＬＣ　ＰＤＵを含め、構成された固定長と同一のサイ
ズではないＲＬＣ　ＰＤＵだけを破棄しなければならない。
【００６７】
　ＲＬＣ再確立手続きが実行される際、この手続きは、すべてのＰＤＵが、アクティブ化
時に破棄されるわけではないということを考慮に入れるように変更されなければならない
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。送信側サブアセンブリ１３０および２３０が、受信ウインドウを移動するように受信側
サブアセンブリ１３５および２３５に指示した（ＭＲＷ指示）場合、前述したＰＤＵ破棄
手続きを使用して、いずれのＰＤＵが破棄されているかを示すことが可能である。
【００６８】
　オプションとして、この手続きは、ＭＲＷ指示がより早期に送信されて、受信側サブア
センブリ１３５および２３５が、アクティブ化時に受信ウインドウを調整するだけである
ように変更することも可能である。受信側サブアセンブリ１３５および２３５が、受信ウ
インドウを調整しなければならない時点は、ＭＲＷ指示の中で明示的に指示することも可
能であり、あるいは受信側サブアセンブリ１３５および２３５は、トランスポートチャネ
ル再構成が行われるべきアクティブ化時に受信ウインドウを調整してもよい。
【００６９】
　送信側サブアセンブリ１３０および２３０は、柔軟なＰＤＵサイズから固定のＰＤＵサ
イズへの切り換えについて、アクティブ化時まで待つのではなく、より高い層で決定が行
われるとすぐに、通知されなければならない。このことは、アクティブ化時に先立って、
残りの柔軟なサイズのＰＤＵを正常に送信するより多くの時間を許し、アクティブ化時に
破棄される柔軟なサイズのＰＤＵの数を制限する。
【００７０】
　ＲＬＣ再確立を回避し、データ損失を最小限に抑える方法
　この方法は、単独で使用されても、前述した方法のいずれかと組合せで使用されてもよ
い。
【００７１】
　データ損失を最小限に抑えるために、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵから固定サイズの
ＲＬＣ　ＰＤＵへの変更の時点において、送信側サブアセンブリ１３０および２３０は、
作成され、伝送された柔軟なＲＬＣ　ＰＤＵのいずれも破棄しない。しかし、通常のＭＡ
Ｃ－ｈｓまたはＭＡＣ－ｅ／ｅｓは、各優先順位キューまたは各論理チャネルに関して構
成されたＤＬに関するＳＩＤ（サイズインデックス識別子）、またはＵＬに関するＤＤＩ
（データディスクリプタ識別子）のいずれかに対応する固定サイズを有するＲＬＣ　ＰＤ
Ｕの受信だけしかサポートしないので、通常のＭＡＣ－ｈｓまたはＭＡＣ－ｅ／ｅｓを介
する再送されるＲＬＣ　ＰＤＵは、これらの事前定義されたサイズのいずれかに対応しな
ければならない。
【００７２】
　パディングを使用して、ＲＬＣ　ＰＤＵが有効なサイズであることを確実にすることが
可能である。ＲＬＣ構成変更の時点で、ハンドオーバ決定が行われた時点で、または所与
のアクティブ化時に、送信側サブアセンブリ１３０および２３０は、パディングを使用し
て、再送されるべきすべての柔軟なＲＬＣ　ＰＤＵ（すなわち、固定とは異なるサイズを
有する）のサイズを変更して、それらのＲＬＣ　ＰＤＵが以下のサイズの１つ、または組
合せと合致するようにすることができる。すなわち、
　１）柔軟なＲＬＣ　ＰＤＵサイズが、固定のＲＬＣ　ＰＤＵサイズより小さい場合、構
成された固定のＲＬＣ　ＰＤＵサイズ。
　２）再構成より前の構成された柔軟な最大ＲＬＣ　ＰＤＵサイズ。ＲＮＣは、ＭＡＣ－
ｈｓまたはＭＡＣ－ｅ／ｅｓも最大ＲＬＣ　ＰＤＵサイズに構成されることを確実にしな
ければならない。
　３）再送バッファの中に存在する最大ＲＬＣ　ＰＤＵサイズ。ＲＮＣは、ＭＡＣ－ｈｓ
またはＭＡＣ－ｅ／ｅｓも、このサイズの受信をサポートするように構成されることを確
実にしなければならない（すなわち、ＳＩＤの１つが、この最大ＲＬＣ　ＰＤＵサイズに
対応しなければならない）。
　４）それぞれの柔軟なＲＬＣ　ＰＤＵに関して、論理チャネル（ＭＡＣ－ｄフロー）が
対応するＭＡＣ－ｈｓキューに関して構成された２番目に大きいＳＩＤサイズまたはＤＤ
Ｉサイズにもサイズを合わせる。
【００７３】
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　ＲＬＣ　ＰＤＵサイズが、前段でリストアップされる、合わせられるべきサイズのいず
れよりも大きい場合、パディングは使用され得ない。しかし、ＷＴＲＵは、前述したＳＤ
Ｕ破棄手続きを使用して、それらのＲＬＣ　ＰＤＵを破棄することができる。
【００７４】
　代替として、ＲＬＣ　ＰＤＵは、新たな固定のＲＬＣ　ＰＤＵサイズと合うように再セ
グメント化されることが可能であり、さらに最後に残っているセグメントが固定のＲＬＣ
　ＰＤＵサイズ未満（または合わせられるべき構成されたサイズ未満）である場合、パデ
ィングを使用することが可能である。
【００７５】
　柔軟なサイズから固定サイズへの変更は、受信側サブアセンブリ１３５および２３５に
シグナリングされることが可能であり、あるいは、オプションとして、受信側サブアセン
ブリ１３５および２３５にトランスペアレントであることが可能である（すなわち、受信
側サブアセンブリ１３５および２３５は、常に柔軟なＲＬＣにおいて動作する）。
【００７６】
　パディングを追加する際、ＲＬＣ　ＰＤＵの長さ標識フィールドがそれらの変更を反映
し、パディングがどこで始まるかを示すように更新されなければならない可能性がある。
【００７７】
　実施形態
　１．ＷＴＲＵ（無線送信／受信ユニット）においてＲＬＣ（無線リンク制御）ユニット
の再構成を実行する無線通信方法であって、
　ＲＬＣユニットが、ダウンリンクチャネルを介して柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵ（プ
ロトコルデータユニット）を受信することから、ダウンリンクチャネルを介して固定サイ
ズのＲＬＣ　ＰＤＵを受信することに再構成されるべきことを示すＲＲＣ（無線リソース
制御）再構成メッセージを受信し、ＲＬＣユニットは、送信側サブアセンブリと、受信側
サブアセンブリとを含むこと、および
　少なくとも受信側サブアセンブリを再確立することを含む方法。
　２．「片側ＲＬＣ再確立」というＩＥ（情報要素）が、ＲＲＣ再構成メッセージの中に
存在する場合、受信側サブアセンブリだけを再確立すること、および
　「片側ＲＬＣ再確立」というＩＥが、ＲＲＣ再構成メッセージの中に存在しない場合、
受信側サブアセンブリと送信側サブアセンブリの両方を再確立することをさらに含む実施
形態１の方法。
　３．受信側サブアセンブリは、ＷＴＲＵが、ＭＡＣ－ｅｈｓ（強化された高速媒体アク
セス制御）をサポートする第１のセルから、強化されたＭＡＣ－ｅｈｓをサポートしない
第２のセルに移動すると、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵを受信することから、固定サイ
ズのＲＬＣ　ＰＤＵを受信することに再構成される実施形態１および２のいずれか一実施
形態における方法。
　４．受信側サブアセンブリは、ＷＴＲＵが、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポート
する第１のセルから、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポートしない第２のセルに移動
すると、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵを受信することから、固定サイズのＲＬＣ　ＰＤ
Ｕを受信することに再構成される実施形態１～３のいずれか一実施形態における方法。
　５．受信側サブアセンブリは、ＲＲＣ接続が、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポー
トするＳＲＮＣ（サービング無線ネットワークコントローラ）から、柔軟なサイズのＲＬ
Ｃ　ＰＤＵをサポートしないＳＲＮＣに移転されると、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵを
受信することから、固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵを受信することに再構成される実施形態
１～４のいずれか一実施形態における方法。
　６．「ＲＬＣ情報」というＩＥ（情報要素）がＲＲＣ再構成メッセージの中に存在する
場合、ＲＬＣ再確立基準が評価される実施形態１～５のいずれか一実施形態における方法
。
　７．ＲＬＣ再確立基準は、ＲＢ（無線ベアラ）ごとに評価される実施形態６の方法。
　８．送信側サブアセンブリと、受信側サブアセンブリとを含むＲＬＣ（無線リンク制御
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）ユニットと、
　ＲＬＣユニットが、ダウンリンクチャネルを介して柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵ（プ
ロトコルデータユニット）を受信することから、ダウンリンクチャネルを介して固定サイ
ズのＲＬＣ　ＰＤＵを受信することに再構成されるべきことを示すＲＲＣ（無線リソース
制御）再構成メッセージを受信するように構成されたＲＲＣユニットとを含み、少なくと
も受信側サブアセンブリが、再確立されるＷＴＲＵ（無線送信／受信ユニット）。
　９．「片側ＲＬＣ再確立」というＩＥ（情報要素）が、ＲＲＣ再構成メッセージの中に
存在する場合、受信側サブアセンブリだけが、再確立され、「片側ＲＬＣ再確立」という
ＩＥが、ＲＲＣ再構成メッセージの中に存在しない場合、受信側サブアセンブリと送信側
サブアセンブリの両方が、再確立される実施形態８のＷＴＲＵ。
　１０．受信側サブアセンブリは、ＷＴＲＵが、ＭＡＣ－ｅｈｓ（強化された高速媒体ア
クセス制御）をサポートする第１のセルから、強化されたＭＡＣ－ｅｈｓをサポートしな
い第２のセルに移動すると、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵを受信することから、固定サ
イズのＲＬＣ　ＰＤＵを受信することに再構成される実施形態８および９のいずれか一実
施形態におけるＷＴＲＵ。
　１１．受信側サブアセンブリは、ＷＴＲＵが、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポー
トする第１のセルから、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポートしない第２のセルに移
動すると、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵを受信することから、固定サイズのＲＬＣ　Ｐ
ＤＵを受信することに再構成される実施形態８～１０のいずれか一実施形態におけるＷＴ
ＲＵ。
　１２．受信側サブアセンブリは、ＲＲＣ接続が、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポ
ートするＳＲＮＣ（サービング無線ネットワークコントローラ）から、柔軟なサイズのＲ
ＬＣ　ＰＤＵをサポートしないＳＲＮＣに移転されると、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵ
を受信することから、固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵを受信することに再構成される実施形
態８～１１のいずれか一実施形態におけるＷＴＲＵ。
　１３．「ＲＬＣ情報」というＩＥ（情報要素）が、ＲＲＣ再構成メッセージの中に存在
する場合、ＲＬＣ再確立基準が評価される実施形態８～１２のいずれか一実施形態におけ
るＷＴＲＵ。
　１４．ＲＬＣ再確立基準は、ＲＢ（無線ベアラ）ごとに評価される実施形態１３のＷＴ
ＲＵ。
　１５．ＷＴＲＵ（無線送信／受信ユニット）においてＲＬＣ（無線リンク制御）ユニッ
トの再構成を実行する無線通信方法であって、
　ＲＬＣユニットが、ダウンリンクチャネルを介して固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵ（プロ
トコルデータユニット）を受信することから、ダウンリンクチャネルを介して柔軟なサイ
ズのＲＬＣ　ＰＤＵを受信することに再構成されるべきことを示すＲＲＣ（無線リソース
制御）再構成メッセージを受信し、ＲＬＣユニットは、送信側サブアセンブリと、受信側
サブアセンブリとを含むこと、および
　少なくとも受信側サブアセンブリの再確立が要求されるかどうかを判定することを含む
方法。
　１６．再確立が要求されると判定された場合、
　「片側ＲＬＣ再確立」というＩＥ（情報要素）が、ＲＲＣ再構成メッセージの中に存在
する場合、受信側サブアセンブリだけを再確立すること、および
　「片側ＲＬＣ再確立」というＩＥが、ＲＲＣ再構成メッセージの中に存在しない場合、
受信側サブアセンブリと送信側サブアセンブリの両方を再確立することをさらに含む実施
形態１５の方法。
　１７．受信側サブアセンブリは、ＷＴＲＵが、ＭＡＣ－ｅｈｓ（強化された高速媒体ア
クセス制御）をサポートしない第１のセルから、強化されたＭＡＣ－ｅｈｓをサポートす
る第２のセルに移動すると、固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵを受信することから、柔軟なサ
イズのＲＬＣ　ＰＤＵを受信することに再構成される実施形態１５および１６のいずれか
一実施形態における方法。
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　１８．受信側サブアセンブリは、ＷＴＲＵが、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポー
トしない第１のセルから、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポートする第２のセルに移
動すると、固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵを受信することから、柔軟なサイズのＲＬＣ　Ｐ
ＤＵを受信することに再構成される実施形態１５～１７のいずれか一実施形態における方
法。
　１９．受信側サブアセンブリは、ＲＲＣ接続が、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポ
ートしないＳＲＮＣ（サービング無線ネットワークコントローラ）から、柔軟なサイズの
ＲＬＣ　ＰＤＵをサポートするＳＲＮＣに移転されると、固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵを
受信することから、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵを受信することに再構成される実施形
態１５～１８のいずれか一実施形態における方法。
　２０．「ＲＬＣ情報」というＩＥ（情報要素）が、ＲＲＣ再構成メッセージの中に存在
する場合、ＲＬＣ再確立基準が評価される実施形態１５～１９のいずれか一実施形態にお
ける方法。
　２１．ＲＬＣ再確立基準は、ＲＢ（無線ベアラ）ごとに評価される実施形態２０の方法
。
　２２．送信側サブアセンブリと、受信側サブアセンブリとを含むＲＬＣ（無線リンク制
御）ユニットと、
　ＲＬＣユニットが、ダウンリンクチャネルを介して固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵ（プロ
トコルデータユニット）を受信することから、ダウンリンクチャネルを介して柔軟なサイ
ズのＲＬＣ　ＰＤＵを受信することに再構成されるべきことを示すＲＲＣ（無線リソース
制御）再構成メッセージを受信するように構成されたＲＲＣユニットとを含み、少なくと
も受信側サブアセンブリの再確立が要求されるかどうかについての判定が、行われるＷＴ
ＲＵ（無線送信／受信ユニット）。
　２３．再確立が要求されると判定された場合、「片側ＲＬＣ再確立」というＩＥ（情報
要素）が、ＲＲＣ再構成メッセージの中に存在する場合、受信側サブアセンブリだけが再
確立され、「片側ＲＬＣ再確立」というＩＥが、ＲＲＣ再構成メッセージの中に存在しな
い場合、受信側サブアセンブリと送信側サブアセンブリの両方が再確立される実施形態２
２のＷＴＲＵ。
　２４．受信側サブアセンブリは、ＷＴＲＵが、ＭＡＣ－ｅｈｓ（強化された高速媒体ア
クセス制御）をサポートしない第１のセルから、強化されたＭＡＣ－ｅｈｓをサポートす
る第２のセルに移動すると、固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵを受信することから、柔軟なサ
イズのＲＬＣ　ＰＤＵを受信することに再構成される実施形態２２および２３のいずれか
一実施形態におけるＷＴＲＵ。
　２５．受信側サブアセンブリは、ＷＴＲＵが、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポー
トしない第１のセルから、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポートする第２のセルに移
動すると、固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵを受信することから、柔軟なサイズのＲＬＣ　Ｐ
ＤＵを受信することに再構成される実施形態２２～２４のいずれか一実施形態におけるＷ
ＴＲＵ。
　２６．受信側サブアセンブリは、ＲＲＣ接続が、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポ
ートしないＳＲＮＣ（サービング無線ネットワークコントローラ）から、柔軟なサイズの
ＲＬＣ　ＰＤＵをサポートするＳＲＮＣに移転されると、固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵを
受信することから、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵを受信することに再構成される実施形
態２２～２５のいずれか一実施形態におけるＷＴＲＵ。
　２７．「ＲＬＣ情報」というＩＥ（情報要素）が、ＲＲＣ再構成メッセージの中に存在
する場合、ＲＬＣ再確立基準が評価される実施形態２２～２６のいずれか一実施形態にお
けるＷＴＲＵ。
　２８．ＲＬＣ再確立基準は、ＲＢ（無線ベアラ）ごとに評価される実施形態２７のＷＴ
ＲＵ。
　２９．ＷＴＲＵ（無線送信／受信ユニット）においてＲＬＣ（無線リンク制御）ユニッ
トの再構成を実行する無線通信方法であって、
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　ＲＬＣユニットが、アップリンクチャネルを介して柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵ（プ
ロトコルデータユニット）を送信することから、アップリンクチャネルを介して固定サイ
ズのＲＬＣ　ＰＤＵを送信することに再構成されるべきことを示すＲＲＣ（無線リソース
制御）再構成メッセージを受信し、ＲＬＣユニットは、送信側サブアセンブリと、受信側
サブアセンブリとを含むこと、および
　少なくとも送信側サブアセンブリを再確立することを含む方法。
　３０．「片側ＲＬＣ再確立」というＩＥ（情報要素）が、ＲＲＣ再構成メッセージの中
に存在する場合、送信側サブアセンブリだけを再確立すること、および
　「片側ＲＬＣ再確立」というＩＥが、ＲＲＣ再構成メッセージの中に存在しない場合、
受信側サブアセンブリと送信側サブアセンブリの両方を再確立することをさらに含む実施
形態２９の方法。
　３１．送信側サブアセンブリは、ＷＴＲＵが、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポー
トする第１のセルから、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポートしない第２のセルに移
動すると、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵを送信することから、固定サイズのＲＬＣ　Ｐ
ＤＵを送信することに再構成される実施形態２９および３０のいずれか一実施形態におけ
る方法。
　３２．送信側サブアセンブリは、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポートするセルだ
けを含む活性のセットに、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポートしない新たなセルを
追加する際、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵを送信することから、固定サイズのＲＬＣ　
ＰＤＵを送信することに再構成される実施形態２９～３１のいずれか一実施形態における
方法。
　３３．送信側サブアセンブリは、ＲＲＣ接続が、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポ
ートするＳＲＮＣ（サービング無線ネットワークコントローラ）から、柔軟なサイズのＲ
ＬＣ　ＰＤＵをサポートしないＳＲＮＣに移転されると、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵ
を送信することから、固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵを送信することに再構成される実施形
態２９～３２のいずれか一実施形態における方法。
　３４．ＲＢ（無線ベアラ）マッピングと関係するアクションが行われると、ＲＬＣ再確
立基準が評価される実施形態２９～３３のいずれか一実施形態における方法。
　３５．ＲＬＣ再確立基準は、ＲＢ（無線ベアラ）ごとに評価される実施形態３４の方法
。
　３６．送信側サブアセンブリと、受信側サブアセンブリとを含むＲＬＣ（無線リンク制
御）ユニットと、
　ＲＬＣユニットが、アップリンクチャネルを介して柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵ（プ
ロトコルデータユニット）を送信することから、アップリンクチャネルを介して固定サイ
ズのＲＬＣ　ＰＤＵを送信することに再構成されるべきことを示すＲＲＣ（無線リソース
制御）再構成メッセージを受信するように構成されたＲＲＣユニットとを含み、少なくと
も送信側サブアセンブリが、再確立されるＷＴＲＵ（無線送信／受信ユニット）。
　３７．「片側ＲＬＣ再確立」というＩＥ（情報要素）が、ＲＲＣ再構成メッセージの中
に存在する場合、送信側サブアセンブリだけが再確立され、「片側ＲＬＣ再確立」という
ＩＥが、ＲＲＣ再構成メッセージの中に存在しない場合、受信側サブアセンブリと送信側
サブアセンブリの両方が再確立される実施形態３６のＷＴＲＵ。
　３８．送信側サブアセンブリは、ＷＴＲＵが、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポー
トする第１のセルから、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポートしない第２のセルに移
動すると、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵを送信することから、固定サイズのＲＬＣ　Ｐ
ＤＵを送信することに再構成される実施形態３６～３７のいずれか一実施形態におけるＷ
ＴＲＵ。
　３９．送信側サブアセンブリは、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポートするセルだ
けを含む活性のセットに、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポートしない新たなセルを
追加する際、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵを送信することから、固定サイズのＲＬＣ　
ＰＤＵを送信することに再構成される実施形態３６～３８のいずれか一実施形態における
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ＷＴＲＵ。
　４０．送信側サブアセンブリは、ＲＲＣ接続が、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポ
ートするＳＲＮＣ（サービング無線ネットワークコントローラ）から、柔軟なサイズのＲ
ＬＣ　ＰＤＵをサポートしないＳＲＮＣに移転されると、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵ
を送信することから、固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵを送信することに再構成される実施形
態３６～３９のいずれか一実施形態におけるＷＴＲＵ。
　４１．ＲＢ（無線ベアラ）マッピングと関係するアクションが行われると、ＲＬＣ再確
立基準が評価される実施形態３６～４０のいずれか一実施形態におけるＷＴＲＵ。
　４２．ＲＬＣ再確立基準は、ＲＢ（無線ベアラ）ごとに評価される実施形態４１のＷＴ
ＲＵ。
　４３．ＷＴＲＵ（無線送信／受信ユニット）においてＲＬＣ（無線リンク制御）ユニッ
トの再構成を実行する無線通信方法であって、
　ＲＬＣユニットが、アップリンクチャネルを介して固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵ（プロ
トコルデータユニット）を送信することから、アップリンクチャネルを介して柔軟なサイ
ズのＲＬＣ　ＰＤＵを送信することに再構成されるべきことを示すＲＲＣ（無線リソース
制御）再構成メッセージを受信し、ＲＬＣユニットは、送信側サブアセンブリと、受信側
サブアセンブリとを含むこと、および
　少なくとも送信側サブアセンブリの再確立が要求されるかどうかを判定することを含む
方法。
　４４．再確立は、ＲＬＣ　ＰＤＵの中のヘッダのＲＬＣプロトコルヘッダフォーマット
が変更されている場合に要求される実施形態４３の方法。
　４５．ＲＬＣプロトコルヘッダフォーマットの変更は、ヘッダの中の長さ標識フィール
ドのサイズの変更に対応する実施形態４４の方法。
　４６．再確立が要求されると判定された場合、
　「片側ＲＬＣ再確立」というＩＥ（情報要素）が、ＲＲＣ再構成メッセージの中に存在
する場合、送信側サブアセンブリだけを再確立すること、および
　「片側ＲＬＣ再確立」というＩＥが、ＲＲＣ再構成メッセージの中に存在しない場合、
受信側サブアセンブリと送信側サブアセンブリの両方を再確立することをさらに含む実施
形態４３～４５のいずれか一実施形態における方法。
　４７．送信側サブアセンブリは、活性のセットに、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサ
ポートする新たなセルを追加し、さらに活性のセットから、柔軟なＲＬＣ　ＰＤＵをサポ
ートしないセルを取り除く際、固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵを送信することから、柔軟な
サイズのＲＬＣ　ＰＤＵを送信することに再構成され、最終の活性のセットは、柔軟なサ
イズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポートするセルだけを含む実施形態４３～４６のいずれか一実
施形態における方法。
　４８．送信側サブアセンブリは、ＲＲＣ接続が、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポ
ートしないＳＲＮＣ（サービング無線ネットワークコントローラ）から、柔軟なサイズの
ＲＬＣ　ＰＤＵをサポートするＳＲＮＣに移転されると、固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵを
送信することから、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵを送信することに再構成される実施形
態４３～４７のいずれか一実施形態における方法。
　４９．送信側サブアセンブリは、ＲＬＣ　ＰＤＵが送信されるパスが、柔軟なサイズの
ＲＬＣ　ＰＤＵをサポートしない第１のセルを含むことから、柔軟なサイズのＲＬＣ　Ｐ
ＤＵをサポートする第２のセルを含むことに変化すると、固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵを
送信することから、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵを送信することに再構成される実施形
態４３～４８のいずれか一実施形態における方法。
　５０．「ＲＬＣ情報」というＩＥ（情報要素）が、ＲＲＣ再構成メッセージの中に存在
する場合、ＲＬＣ再確立基準が評価される実施形態４３～４９のいずれか一実施形態にお
ける方法。
　５１．ＲＬＣ再確立基準は、ＲＢ（無線ベアラ）ごとに評価される実施形態５０の方法
。
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　５２．送信側サブアセンブリと、受信側サブアセンブリとを含むＲＬＣ（無線リンク制
御）ユニットと、
　ＲＬＣユニットが、アップリンクチャネルを介して固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵ（プロ
トコルデータユニット）を送信することから、アップリンクチャネルを介して柔軟なサイ
ズのＲＬＣ　ＰＤＵを送信することに再構成されるべきことを示すＲＲＣ（無線リソース
制御）再構成メッセージを受信するように構成されたＲＲＣユニットとを含み、少なくと
も送信側サブアセンブリの再確立が要求されるかどうかについての判定が、行われるＷＴ
ＲＵ（無線送信／受信ユニット）。
　５３．再確立は、ＲＬＣ　ＰＤＵの中のヘッダのＲＬＣプロトコルヘッダフォーマット
が変更されている場合に要求される実施形態５２のＷＴＲＵ。
　５４．ＲＬＣプロトコルヘッダフォーマットの変更は、ヘッダの中の長さ標識フィール
ドのサイズの変更に対応する実施形態５３のＷＴＲＵ。
　５５．再確立が要求されると判定された場合、「片側ＲＬＣ再確立」というＩＥ（情報
要素）が、ＲＲＣ再構成メッセージの中に存在する場合、送信側サブアセンブリだけが再
確立され、「片側ＲＬＣ再確立」というＩＥが、ＲＲＣ再構成メッセージの中に存在しな
い場合、受信側サブアセンブリと送信側サブアセンブリの両方が再確立される実施形態５
２～５４のいずれか一実施形態におけるＷＴＲＵ。
　５６．送信側サブアセンブリは、活性のセットに、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサ
ポートする新たなセルを追加し、さらに活性のセットから、柔軟なＲＬＣ　ＰＤＵをサポ
ートしないセルを取り除く際、固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵを送信することから、柔軟な
サイズのＲＬＣ　ＰＤＵを送信することに再構成され、最終の活性のセットは、柔軟なサ
イズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポートするセルだけを含む実施形態５２～５５のいずれか一実
施形態におけるＷＴＲＵ。
　５７．送信側サブアセンブリは、ＲＲＣ接続が、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポ
ートしないＳＲＮＣ（サービング無線ネットワークコントローラ）から、柔軟なサイズの
ＲＬＣ　ＰＤＵをサポートするＳＲＮＣに移転されると、固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵを
送信することから、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵを送信することに再構成される実施形
態５２～５６のいずれか一実施形態におけるＷＴＲＵ。
　５８．送信側サブアセンブリは、ＲＬＣ　ＰＤＵが送信されるパスが、柔軟なサイズの
ＲＬＣ　ＰＤＵをサポートしない第１のセルを含むことから、柔軟なサイズのＲＬＣ　Ｐ
ＤＵをサポートする第２のセルを含むことに変化すると、固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵを
送信することから、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵを送信することに再構成される実施形
態５２～５７のいずれか一実施形態におけるＷＴＲＵ。
　５９．「ＲＬＣ情報」というＩＥ（情報要素）が、ＲＲＣ再構成メッセージの中に存在
する場合、ＲＬＣ再確立基準が評価される実施形態５２～５８のいずれか一実施形態にお
けるＷＴＲＵ。
　６０．ＲＬＣ再確立基準は、ＲＢ（無線ベアラ）ごとに評価される実施形態５９のＷＴ
ＲＵ。
　６１．ＵＴＲＡＮ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃ
ｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）においてＲＬＣ（無線リンク制御）ユニットの再構成を実行
する無線通信方法であって、
　ＲＬＣユニットの再構成が要求されると判定すること、
　固定のＲＬＣ　ＰＤＵ（プロトコルデータユニット）サイズから柔軟なＲＬＣ　ＰＤＵ
サイズにＲＬＣユニットを再構成し、ＲＬＣユニットは、送信側サブアセンブリと、受信
側サブアセンブリとを含むこと、および
　送信側サブアセンブリと受信側サブアセンブリの少なくとも１つを再確立することを含
む方法。
　６２．送信側サブアセンブリは、ＲＬＣ　ＰＤＵが送信されるパスが、ＭＡＣ－ｅｈｓ
（強化された高速媒体アクセス制御）をサポートしない第１のセルを含むことから、強化
されたＭＡＣ－ｅｈｓをサポートする第２のセルを含むことに変化すると、固定サイズの
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ＲＬＣ　ＰＤＵを送信することから、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵを送信することに再
構成される実施形態６１の方法。
　６３．受信側サブアセンブリは、ＲＬＣ　ＰＤＵが受信されるパスが、柔軟なＲＬＣ　
ＰＤＵをサポートしない第１のセルを含むことから、柔軟なＲＬＣ　ＰＤＵをサポートす
る第２のセルを含むことに変化すると、固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵを受信することから
、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵを受信することに再構成される実施形態６１および６２
のいずれか一実施形態における方法。
　６４．ＷＴＲＵ（無線送信／受信ユニット）が、固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵを受信す
ることから、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵを受信することに再構成されるべきことを示
すＲＲＣ（無線リソース制御）再構成メッセージをＷＴＲＵに送信することをさらに含む
実施形態６１～６３のいずれか一実施形態における方法。
　６５．ＲＲＣ再構成メッセージは、ＷＴＲＵによって受信側サブアセンブリのＲＬＣ再
確立が要求されると判定された場合、「片側ＲＬＣ再確立」というＩＥ（情報要素）を含
む実施形態６４の方法。
　６６．ＷＴＲＵ（無線送信／受信ユニット）が、固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵを送信す
ることから、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵを送信することに再構成されるべきことを示
すＲＲＣ（無線リソース制御）再構成メッセージをＷＴＲＵに送信することをさらに含む
実施形態６１～６３のいずれか一実施形態における方法。
　６７．ＲＲＣ再構成メッセージは、ＷＴＲＵによって送信側サブアセンブリのＲＬＣ再
確立が要求されると判定された場合、「片側ＲＬＣ再確立」というＩＥ（情報要素）を含
む実施形態６６の方法。
　６８．送信側サブアセンブリと、受信側サブアセンブリとを含むＲＬＣ（無線リンク制
御）ユニットと、
　ＲＬＣユニットの再構成が要求されると判定し、固定のＲＬＣ　ＰＤＵ（プロトコルデ
ータユニット）サイズから柔軟なＲＬＣ　ＰＤＵサイズにＲＬＣユニットを再構成し、さ
らに送信側サブアセンブリと受信側サブアセンブリの少なくとも１つを再確立するように
構成されたＲＲＣ（無線リソース制御）ユニットとを含むＵＴＲＡＮ（Ｕｎｉｖｅｒｓａ
ｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）。
　６９．送信側サブアセンブリは、ＲＬＣ　ＰＤＵが送信されるパスが、ＭＡＣ－ｅｈｓ
（強化された高速媒体アクセス制御）をサポートしない第１のセルを含むことから、強化
されたＭＡＣ－ｅｈｓをサポートする第２のセルを含むことに変化すると、固定サイズの
ＲＬＣ　ＰＤＵを送信することから、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵを送信することに再
構成される実施形態６８のＵＴＲＡＮ。
　７０．受信側サブアセンブリは、ＲＬＣ　ＰＤＵが受信されるパスが、柔軟なＲＬＣ　
ＰＤＵをサポートしない第１のセルを含むことから、柔軟なＲＬＣ　ＰＤＵをサポートす
る第２のセルを含むことに変化すると、固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵを受信することから
、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵを受信することに再構成される実施形態６８および６９
のいずれか一実施形態におけるＵＴＲＡＮ。
　７１．ＷＴＲＵ（無線送信／受信ユニット）が、固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵを受信す
ることから、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵを受信することに再構成されるべきことを示
すＲＲＣ（無線リソース制御）再構成メッセージをＷＴＲＵに送信するように構成された
送信機をさらに含む実施形態６８～７０のいずれか一実施形態におけるＵＴＲＡＮ。
　７２．ＲＲＣ再構成メッセージは、ＷＴＲＵによって受信側サブアセンブリのＲＬＣ再
確立が要求されると判定された場合、「片側ＲＬＣ再確立」というＩＥ（情報要素）を含
む実施形態７１のＵＴＲＡＮ。
　７３．ＷＴＲＵ（無線送信／受信ユニット）が、固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵを送信す
ることから、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵを送信することに再構成されるべきことを示
すＲＲＣ（無線リソース制御）再構成メッセージをＷＴＲＵに送信するように構成された
送信機をさらに含む実施形態６８～７０のいずれか一実施形態におけるＵＴＲＡＮ。
　７４．ＲＲＣ再構成メッセージは、ＷＴＲＵによって送信側サブアセンブリのＲＬＣ再
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確立が要求されると判定された場合、「片側ＲＬＣ再確立」というＩＥ（情報要素）を含
む実施形態７３のＵＴＲＡＮ。
　７５．ＵＴＲＡＮ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃ
ｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）においてＲＬＣ（無線リンク制御）ユニットの再構成を実行
する無線通信方法であって、
　ＲＬＣユニットの再構成が要求されると判定すること、
　柔軟なＲＬＣ　ＰＤＵ（プロトコルデータユニット）サイズから固定のＲＬＣ　ＰＤＵ
サイズにＲＬＣユニットを再構成し、ＲＬＣユニットは、送信側サブアセンブリと、受信
側サブアセンブリとを含むこと、および
　送信側サブアセンブリと受信側サブアセンブリの少なくとも１つを再確立することを含
む方法。
　７６．ＲＬＣユニットは、ＲＬＣ　ＰＤＵが送信されるパスが、ＭＡＣ－ｅｈｓ（強化
された高速媒体アクセス制御）をサポートする第１のセルを含むことから、強化されたＭ
ＡＣ－ｅｈｓをサポートしない第２のセルを含むことに変化すると、柔軟なサイズのＲＬ
Ｃ　ＰＤＵを送信することから、固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵを送信することに再構成さ
れる実施形態７５の方法。
　７７．ＲＬＣユニットは、ＷＴＲＵが、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポートする
第１のセルから、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポートしない第２のセルに移動する
と、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵから固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵに再構成される実施
形態７５および７６のいずれか一実施形態における方法。
　７８．ＲＬＣユニットは、ＲＲＣ接続が、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポートす
るＳＲＮＣ（サービング無線ネットワークコントローラ）から、柔軟なサイズのＲＬＣ　
ＰＤＵをサポートしないＳＲＮＣに移転されると、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵから固
定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵに再構成される実施形態７５～７７のいずれか一実施形態にお
ける方法。
　７９．ＷＴＲＵ（無線送信／受信ユニット）が、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵを受信
することから、固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵを受信することに再構成されるべきことを示
すＲＲＣ（無線リソース制御）再構成メッセージをＷＴＲＵに送信することをさらに含む
実施形態７５～７８のいずれか一実施形態における方法。
　８０．ＲＲＣ再構成メッセージは、「片側ＲＬＣ再確立」というＩＥ（情報要素）を含
む実施形態７９の方法。
　８１．ＷＴＲＵ（無線送信／受信ユニット）が、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵを送信
することから、固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵを送信することに再構成されるべきことを示
すＲＲＣ（無線リソース制御）再構成メッセージをＷＴＲＵに送信することをさらに含む
実施形態７５～７８のいずれか一実施形態における方法。
　８２．ＲＲＣ再構成メッセージは、「片側ＲＬＣ再確立」というＩＥ（情報要素）を含
む実施形態８１の方法。
　８３．送信側サブアセンブリと、受信側サブアセンブリとを含むＲＬＣ（無線リンク制
御）ユニットと、
　ＲＬＣユニットの再構成が要求されると判定し、柔軟なＲＬＣ　ＰＤＵ（プロトコルデ
ータユニット）サイズから固定のＲＬＣ　ＰＤＵサイズにＲＬＣユニットを再構成し、さ
らに送信側サブアセンブリと受信側サブアセンブリの少なくとも１つを再確立するように
構成されたＲＲＣ（無線リソース制御）ユニットとを含むＵＴＲＡＮ（Ｕｎｉｖｅｒｓａ
ｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）。
　８４．ＲＬＣユニットは、ＲＬＣ　ＰＤＵが送信されるパスが、ＭＡＣ－ｅｈｓ（強化
された高速媒体アクセス制御）をサポートする第１のセルを含むことから、強化されたＭ
ＡＣ－ｅｈｓをサポートしない第２のセルを含むことに変化すると、柔軟なサイズのＲＬ
Ｃ　ＰＤＵを送信することから、固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵを送信することに再構成さ
れる実施形態８３のＵＴＲＡＮ。
　８５．ＲＬＣユニットは、ＷＴＲＵが、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポートする
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第１のセルから、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポートしない第２のセルに移動する
と、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵから固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵに再構成される実施
形態８３および８４のいずれか一実施形態におけるＵＴＲＡＮ。
　８６．ＲＬＣユニットは、ＲＲＣ接続が、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵをサポートす
るＳＲＮＣ（サービング無線ネットワークコントローラ）から、柔軟なサイズのＲＬＣ　
ＰＤＵをサポートしないＳＲＮＣに移転されると、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵから固
定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵに再構成される実施形態８３～８５のいずれか一実施形態にお
けるＵＴＲＡＮ。
　８７．ＷＴＲＵ（無線送信／受信ユニット）が、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵを受信
することから、固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵを受信することに再構成されるべきことを示
すＲＲＣ（無線リソース制御）再構成メッセージをＷＴＲＵに送信するように構成された
送信機をさらに含む実施形態８３～８６のいずれか一実施形態におけるＵＴＲＡＮ。
　８８．ＲＲＣ再構成メッセージは、「片側ＲＬＣ再確立」というＩＥ（情報要素）を含
む実施形態８７のＵＴＲＡＮ。
　８９．ＷＴＲＵ（無線送信／受信ユニット）が、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵを送信
することから、固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵを送信することに再構成されるべきことを示
すＲＲＣ（無線リソース制御）再構成メッセージをＷＴＲＵに送信するように構成された
送信機をさらに含む実施形態８３～８６のいずれか一実施形態におけるＵＴＲＡＮ。
　９０．ＲＲＣ再構成メッセージは、「片側ＲＬＣ再確立」というＩＥ（情報要素）を含
む実施形態８９のＵＴＲＡＮ。
　９１．ＷＴＲＵ（無線送信／受信ユニット）においてＲＬＣ（無線リンク制御）ユニッ
トの再構成を実行する無線通信方法であって、
　柔軟なＲＬＣ　ＰＤＵ（プロトコルデータユニット）サイズから固定のＲＬＣ　ＰＤＵ
サイズにＲＬＣユニットを再構成し、ＲＬＣユニットは、送信側サブアセンブリと、受信
側サブアセンブリとを含むこと、および
　前記送信側サブアセンブリは、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵを破棄することを含む方
法。
　９２．破棄された柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵを示すメッセージを送信することをさ
らに含む実施形態９１の方法。
　９３．メッセージは、破棄された柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵに対応するＲＬＣ　Ｓ
ＤＵ（サービスデータユニット）をさらに示す実施形態９２の方法。
　９４．メッセージは、破棄されたＲＬＣ　ＰＤＵを示すＭＲＷ（移動受信ウインドウ）
制御ＳＵＦＩ（スーパーフィールド）を含む実施形態９２および９３のいずれか一実施形
態における方法。
　９５．ＭＲＷ　ＳＵＦＩは、破棄された最後のＲＬＣ　ＰＤＵまたは最後のＲＬＣ　Ｓ
ＤＵのＳＮ（シーケンス番号）を示す実施形態９４の方法。
　９６．固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵの長さとは異なるサイズを有するＲＬＣ　ＰＤＵは
、破棄される実施形態９１～９５のいずれか一実施形態における方法。
　９７．少なくとも１回、既に送信されている固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵの長さとは異
なるサイズを有するＲＬＣ　ＰＤＵは、破棄される実施形態９１～９５のいずれか一実施
形態における方法。
　９８．柔軟なＲＬＣ　ＰＤＵサイズ、または固定のＲＬＣ　ＰＤＵの長さとは異なるＲ
ＬＣ　ＰＤＵサイズを有する最後のＲＬＣ　ＰＤＵまでを含むＳＮ（シーケンス番号）を
有するすべてのＲＬＣ　ＰＤＵは、破棄される実施形態９１～９５のいずれか一実施形態
における方法。
　９９．柔軟なＲＬＣ　ＰＤＵサイズ、または少なくとも１回、送信されている固定のＲ
ＬＣ　ＰＤＵの長さとは異なるＲＬＣ　ＰＤＵサイズを有する最後のＲＬＣ　ＰＤＵまで
を含むＳＮ（シーケンス番号）を有するすべてのＲＬＣ　ＰＤＵは、破棄される実施形態
９１～９５のいずれか一実施形態における方法。
　１００．柔軟なＲＬＣ　ＰＤＵサイズ、または固定のＲＬＣ　ＰＤＵ長とは異なるＲＬ
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Ｃ　ＰＤＵサイズを有する最後のＲＬＣ　ＰＤＵ内に含まれる最後のＳＤＵ（サービスデ
ータユニット）までのすべてのＲＬＣ　ＳＤＵは、破棄される実施形態９１～９５のいず
れか一実施形態における方法。
　１０１．少なくとも１つのセグメントが、少なくとも１回、送信されている固定サイズ
のＲＬＣ　ＰＤＵとは異なるサイズのＲＬＣ　ＰＤＵの中に含まれていたすべてのＲＬＣ
　ＳＤＵは、破棄される実施形態９１～９５のいずれか一実施形態における方法。
　１０２．より低位の層に伝送されており、割り当てられたＳＮ（シーケンス番号）が割
り当てられている再送バッファの中のすべてのＲＬＣ　ＰＤＵは、破棄される実施形態９
１～９５のいずれか一実施形態における方法。
　１０３．ハンドオーバ決定が行われると、固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵを作成して、送
信することによって、データ損失が最小限に抑えられる実施形態９１～１０２のいずれか
一実施形態における方法。
　１０４．送信側サブアセンブリは、より高位の層からの明示的なシグナリングに応答し
て、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵを破棄する実施形態９１～１０３のいずれか一実施形
態における方法。
　１０５．ＷＴＲＵ（無線送信／受信ユニット）においてＲＬＣ（無線リンク制御）ユニ
ットの再構成を実行する無線通信方法であって、
　アクティブ化時を示すメッセージをより高位の層から受け取ること、および
　アクティブ化時に先立って、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵ（プロトコルデータユニッ
ト）を生成することから、固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵを生成することにＲＬＣユニット
を再構成することを含む方法。
　１０６．固定サイズに応じて、作成されているが、まだ送信されていないすべてのＰＤ
Ｕを再生成することをさらに含む実施形態１０５の方法。
　１０７．固定サイズに応じて、新たに着信した、または新たにバッファリングされたＳ
ＤＵ（サービスデータユニット）から作成されているすべての新たなＰＤＵを再生成する
ことをさらに含む実施形態１０５の方法。
　１０８．ハンドオーバは、アクティブ化時に行われる実施形態１０５～１０７のいずれ
か一実施形態における方法。
　１０９．残りの柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵは、破棄される実施形態１０６の方法。
　１１０．ＷＴＲＵ（無線送信／受信ユニット）においてＲＬＣ（無線リンク制御）ユニ
ットの再構成を実行する無線通信方法であって、
　ＲＬＣユニットが、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵ（プロトコルデータユニット）を生
成すること、
　アクティブ化時を示すメッセージをより高位の層から受け取ること、
　アクティブ化時に先立って、柔軟なＲＬＣ　ＰＤＵに関連する構成された最大ＲＬＣ　
ＰＤＵサイズを、固定のＲＬＣ　ＰＤＵサイズに合うように変更すること、および
　アクティブ化時に、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵ（プロトコルデータユニット）を生
成することから、固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵを生成することにＲＬＣユニットを再構成
することを含む方法。
　１１１．ハンドオーバは、アクティブ化時に行われる実施形態１１０の方法。
　１１２．ＷＴＲＵ（無線送信／受信ユニット）においてＲＬＣ（無線リンク制御）ユニ
ットの再構成を実行する無線通信方法であって、
　柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵを送信することから、事前定義されたＲＬＣ　ＰＤＵサ
イズセットから選択されたサイズを有するＲＬＣ　ＰＤＵを送信することにＲＬＣユニッ
トを再構成すること、および
　再送されるべき柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵのサイズを、事前定義されたＲＬＣ　Ｐ
ＤＵサイズセットの中の或る特定のサイズに合うように変更することを含む方法。
　１１３．柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵのパディングは、その特定のサイズに合うよう
に実行される実施形態１１２の方法。
　１１４．柔軟なＲＬＣ　ＰＤＵは、事前定義されたセットの中の次に高い利用可能なサ
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イズまでパディングされる実施形態１１３の方法。
　１１５．事前定義されたセットの中のＲＬＣ　ＰＤＵサイズの最大サイズより高いサイ
ズを有する柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵは、破棄される実施形態１１４の方法。
　１１６．より低位の層に伝送されていない、またはサブミットされていないすべての柔
軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵは、固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵの中に入るように再生成さ
れる実施形態１１２の方法。
　１１７．ＵＴＲＡＮ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａ
ｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）においてＲＬＣ（無線リンク制御）ユニットの再構成を実
行する無線通信方法であって、
　柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵを送信することから、事前定義されたＲＬＣ　ＰＤＵサ
イズセットから選択されたサイズを有するＲＬＣ　ＰＤＵを送信することにＲＬＣユニッ
トを再構成すること、および
　再送されるべき柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵのサイズを、事前定義されたＲＬＣ　Ｐ
ＤＵサイズセットの中の或る特定のサイズに合うように変更することを含む方法。
　１１８．柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵのパディングは、その特定のサイズに合うよう
に実行される実施形態１１７の方法。
　１１９．柔軟なＲＬＣ　ＰＤＵは、事前定義されたセットの中の次に高い利用可能なサ
イズまでパディングされる実施形態１１８の方法。
　１２０．事前定義されたセットの中のＲＬＣ　ＰＤＵサイズの最大サイズより高いサイ
ズを有する柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵは、破棄される実施形態１１９の方法。
　１２１．より低位の層に伝送されていない、またはサブミットされていないすべての柔
軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵは、固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵの中に入るように再生成さ
れる実施形態１１７の方法。
【００７８】
　特徴および要素は、特定の組合せで説明されるものの、各特徴、または各要素は、その
他の特徴、およびその他の要素なしに単独で使用されることも可能であり、あるいは他の
特徴、および他の要素とともに、または他の特徴、および他の要素なしに様々な組合せで
使用されることも可能である。提供される方法またはフローチャートは、汎用コンピュー
タまたはプロセッサによって実行されるようにコンピュータ可読記憶媒体として実体化さ
れたコンピュータプログラム、ソフトウェア、またはファームウェアにおいて実施される
ことが可能である。コンピュータ可読記憶媒体の例には、ＲＯＭ（読み取り専用メモリ）
、ＲＡＭ（ランダムアクセスメモリ）、レジスタ、キャッシュメモリ、半導体メモリデバ
イス、内部ハードディスクやリムーバブルディスクなどの磁気媒体、光磁気媒体、ならび
にＣＤ－ＲＯＭディスクやＤＶＤ（デジタルバーサタイルディスク）などの光媒体が含ま
れる。
【００７９】
　適切なプロセッサには、例として、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、従来のプロセッ
サ、ＤＳＰ（デジタルシグナルプロセッサ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアに
関連する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、
ＡＳＩＣ（特定用途向け集積回路）、ＦＰＧＡ（フィールドプログラマブルゲートアレイ
）回路、他の任意のタイプのＩＣ（集積回路）、および／または状態マシンが含まれる。
【００８０】
　ソフトウェアに関連するプロセッサが、ＷＴＲＵ（無線送信／受信ユニット）、ＵＥ（
ユーザ機器）、端末装置、基地局、ＲＮＣ（無線ネットワークコントローラ）、または任
意のホストコンピュータにおいて使用するための無線周波数トランシーバを実施するのに
使用されることが可能である。ＷＴＲＵは、カメラ、ビデオカメラモジュール、テレビ電
話機、スピーカフォン、振動デバイス、スピーカ、マイクロホン、テレビ送受信機、ハン
ズフリーハンドセット、キーボード、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）モジュール、ＦＭ
（周波数変調）無線ユニット、ＬＣＤ（液晶ディスプレイ）ディスプレイユニット、ＯＬ
ＥＤ（有機発光ダイオード）ディスプレイユニット、デジタル音楽プレーヤ、メディアプ
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レーヤ、ビデオゲームプレーヤモジュール、インターネットブラウザ、および／またはＷ
ＬＡＮ（無線ローカルエリアネットワーク）モジュールなどの、ハードウェアおよび／ま
たはソフトウェアで実施されるモジュールと連携して使用されることが可能である。

【図１】

【図２】



(28) JP 2012-199954 A 2012.10.18

【手続補正書】
【提出日】平成24年6月28日(2012.6.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）において無線リンク制御（ＲＬＣ）エンティティ
を構成する方法であって、
　無線リソース制御（ＲＲＣ）再構成メッセージを受信するステップであって、前記ＲＲ
Ｃ再構成メッセージは、柔軟なサイズのＲＬＣプロトコルデータユニット（ＰＤＵｓ）を
指示するサイズ標識情報要素（ＩＥ）と、プロトコルデータユニット（ＰＤＵｓ）の長さ
を指示する長さ標識情報要素（ＩＥ）とを含む、受信するステップと、
　（ｉ）前記ＲＲＣ再構成メッセージ長さ標識ＩＥにおいて指示された長さが前記ＲＬＣ
エンティティにおいて現在設定されている長さ標識の長さと異なる場合、及び／または（
ｉｉ）前記ＲＬＣエンティティが固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵｓを受信するために現在構
成されている場合、前記ＲＲＣ再構成メッセージ長さ標識ＩＥにおいて指示された長さを
有する柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵｓを受信するために前記ＲＬＣエンティティを再構
成するステップと
　を含む方法。
【請求項２】
　前記ＲＬＣエンティティは送信側サブアセンブリと受信側サブアセンブリとを含み、前
記ＲＲＣ再構成メッセージ長さ標識ＩＥにおいて指示された長さが前記ＲＬＣエンティテ
ィにおいて現在設定されている長さ標識の長さと同じであることに応じて、前記ＲＬＣエ
ンティティの現在の構成を続行するステップをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＲＬＣエンティティは送信側サブアセンブリと受信側サブアセンブリとを含み、Ｒ
ＲＣ再構成メッセージ長さ標識ＩＥにおける長さにしたがって少なくとも前記受信側サブ
アセンブリを再確立するステップをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　少なくとも前記受信側サブアセンブリを再確立するステップは、前記受信側サブアセン
ブリを再確立するように指示するシグナリングに応じて前記受信側サブアセンブリを再確
立するステップをさらに含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記シグナリングは、片側のＲＬＣ再確立情報要素（ＩＥ）を含む、請求項４に記載の
方法。
【請求項６】
　ＲＲＣ接続が、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵｓをサポートしないサービング無線ネッ
トワークコントローラ（ＳＲＮＣ）から柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵｓをサポートする
ＳＲＮＣに再配置されたとき、前記受信側サブアセンブリは、固定サイズのＲＬＣ　ＰＤ
Ｕｓの受信から柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵｓの受信に再構成される、請求項３に記載
の方法。
【請求項７】
　片側のＲＬＣ再確立ＩＥが前記ＲＲＣ再構成メッセージに存在するか判断するステップ
と、
　前記判断が肯定的である場合、前記受信側サブアセンブリのみを再確立するステップと
、
　前記判断が否定的である場合、前記受信側サブアセンブリおよび前記送信側サブアセン
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ブリの両方を再確立するステップと
　をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＲＲＣ再構成メッセージ長さ標識ＩＥにおいて指示された長さを有する柔軟なサイ
ズのＲＬＣプロトコルデータユニット（ＰＤＵｓ）を受信するために前記ＲＬＣエンティ
ティを再構成することは、拡張高速媒体アクセス制御（ＭＡＣ－ｅｈｓ）をサポートしな
い第２のセルからＭＡＣ－ｅｈｓをサポートする第１のセルへの前記ＷＴＲＵの移動に応
じて発生する、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記長さ標識ＩＥは、前記ＲＬＣ　ＰＤＵの長さが７ビットと１５ビットとの間で変化
することを指示する、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　ＲＬＣ情報の情報要素（ＩＥ）が前記ＲＲＣ再構成メッセージに存在するときにＲＬＣ
再確立基準が評価される、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ＲＲＣ再構成メッセージは、ＡＭ　ＲＬＣに設定されたダウンリンクＲＬＣモード
ＩＥを含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　無線リソース制御（ＲＲＣ）再構成メッセージを受信するために適合している無線リン
ク制御（ＲＬＣ）エンティティであって、前記ＲＲＣ再構成メッセージは、柔軟なサイズ
のＲＬＣプロトコルデータユニット（ＰＤＵｓ）を指示するサイズ標識情報要素（ＩＥ）
と、ＰＤＵの長さを指示する長さ標識情報要素（ＩＥ）とを含む、ＲＬＣエンティティと
、
　（ｉ）前記ＲＲＣ再構成メッセージ長さ標識ＩＥにおいて指示された長さが前記ＲＬＣ
エンティティにおいて現在設定されている長さ標識の長さと異なる場合、及び／または（
ｉｉ）前記ＲＬＣエンティティが固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵｓを受信するために現在構
成されている場合、前記ＲＲＣ再構成メッセージ長さ標識ＩＥにおいて指示された長さを
有する柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵｓを受信するために前記ＲＬＣエンティティを再構
成するために適合している構成エンティティと
　を備えた無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
【請求項１３】
　前記構成エンティティは無線リソース制御（ＲＲＣ）エンティティである、請求項１２
に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１４】
　前記ＲＬＣエンティティは送信側サブアセンブリと受信側サブアセンブリとを含み、前
記ＷＴＲＵは、
　前記ＲＲＣ再構成メッセージ長さ標識ＩＥにおいて指示された長さが前記ＲＬＣエンテ
ィティにおいて現在設定されている長さ標識の長さと同じであることに応じて、前記ＲＬ
Ｃエンティティの現在の構成を続行するために適合している、請求項１２に記載のＷＴＲ
Ｕ。
【請求項１５】
　前記ＲＬＣエンティティは送信側サブアセンブリと受信側サブアセンブリとを含み、前
記ＷＴＲＵは、
　ＲＲＣ再構成メッセージ長さ標識ＩＥにおける長さにしたがって少なくとも前記受信側
サブアセンブリを再確立するために適合している、請求項１２に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１６】
　前記受信側サブアセンブリを再確立するように指示するシグナリングに応じて前記受信
側サブアセンブリを再確立するために適合している、請求項１５に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１７】
　前記シグナリングは、片側のＲＬＣ再確立情報要素（ＩＥ）を含む、請求項１６に記載
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のＷＴＲＵ。
【請求項１８】
　ＲＲＣ接続が、柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵｓをサポートしないサービング無線ネッ
トワークコントローラ（ＳＲＮＣ）から柔軟なサイズＲＬＣ　ＰＤＵｓをサポートするＳ
ＲＮＣに再配置されたとき、前記受信側サブアセンブリは、固定サイズのＲＬＣ　ＰＤＵ
ｓの受信から柔軟なサイズのＲＬＣ　ＰＤＵｓの受信に再構成される、請求項１５に記載
のＷＴＲＵ。
【請求項１９】
　前記ＲＬＣエンティティは、
　片側のＲＬＣ再確立ＩＥがＲＲＣ再構成メッセージに存在するか判断し、
　前記判断が肯定的である場合、前記受信側サブアセンブリのみを再確立し、
　前記判断が否定的である場合、前記受信側サブアセンブリおよび前記送信側サブアセン
ブリの両方を再確立するために適合している、請求項１３に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２０】
　前記ＷＴＲＵが拡張高速媒体アクセス制御（ＭＡＣ－ｅｈｓ）をサポートしない第２の
セルからＭＡＣ－ｅｈｓをサポートする第１のセルへ移動することに応じて、前記ＲＲＣ
再構成メッセージ長さ標識ＩＥにおいて指示された長さを有する柔軟なサイズのＲＬＣプ
ロトコルデータユニット（ＰＤＵｓ）を受信するために前記ＲＬＣエンティティを再構成
するために適合している、請求項１３に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２１】
　前記長さ標識ＩＥは、前記ＲＬＣ　ＰＤＵの長さが７ビットと１５ビットとの間で変化
することを指示する、請求項２０に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２２】
　ＲＬＣ情報の情報要素（ＩＥ）が前記ＲＲＣ再構成メッセージに存在するときにＲＬＣ
再確立基準を評価するために適合している、請求項１３に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２３】
　前記ＲＲＣ再構成メッセージは、ＡＭ　ＲＬＣに設定されたダウンリンクＲＬＣモード
ＩＥを含む、請求項２２に記載のＷＴＲＵ。
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